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市
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
平
素

よ
り
市
政
お
よ

び
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
格
別

の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ

き
、
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、

市
議
会
６
月
定

例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
第
15

代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
市
議
会
を
代
表
す
る
立

場
と
し
て
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
、
こ
の
職
責
を
果

た
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
香
取
市
で
は
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
や
子
育
て

支
援
、
そ
し
て
本
年
４
月
よ
り
一
部
過
疎
地
域
の
指
定
を

受
け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
３
回
目
接
種
が
市
全
体
で
70
％
を
超
え
、
感
染
者
数
も

減
少
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
と
も

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
改
め
て
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
政
発
展
に
向
け
行
政
と
議
会
が
切

磋
琢
磨
し
、
職
務
を
全
う
す
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
開

か
れ
た
議
会
の
実
現
を
目
指
し
て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
市
議
会
に
対
す
る
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

こんなことが
決まりました！

審議結果
定例会

6月 　

令
和
４
年
６
月
定
例
会
を
５
月
31
日
か
ら
６
月
17
日
ま

で
の
18
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。６
月
13
日
に
は
、

総
務
企
画
常
任
委
員
会
、
福
祉
教
育
常
任
委
員
会
、
生
活

経
済
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
を
は
じ
め

条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
、
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審

議
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
長
提
出
議
案 

…

件
14

諮
問 

…

件
2

請
願 

…

件
3

議
員
発
議
案 

…

件
3

■
審
議
さ
れ
た
議
案
等

件

計

22

（
う
ち
継
続
審
査
1
件
）

令和4年5月31日選出

議長に坂
さか

部
べ

勝
かつ

義
よし

議員
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　6月定例会に提出された議案第5号「香取市橘ふれあい公園有料公園施設の管理に関する条例の制定について」および議
案第7号「橘ふれあい公園パークゴルフ場の指定管理者の指定について」は、定例会最終日に市長から議案撤回の説明が
あり、議会は撤回を承認しました。

撤回理由　※本会議における市長説明の要旨
　本定例会において議員諸氏からの様々な意見等を踏まえ、パークゴルフ場の利用料等の記載内容について、改めて検討
する必要があると判断したため。

議案の撤回を承認
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6月定例会 審議結果　こんなことが決まりました！

1

2

3

議案第１号　令和４年度香取市一般会計補正予算（第１号）について

資材価格の高騰などに
伴う工事費追加

追加工事請負費の内訳については、インフレスライド条項に基
づく増額変更見込みが約1,651万円、地中障害物撤去および処
分が約301万円です。
※インフレスライド条項とは、「急激なインフレまたはデフレを
生じ、請負代金額が著しく不適当となったときは、発注者または
受注者は、請負代金額の変更を請求できる」とされているもの。

A

佐原駅周辺地区活性化拠点整備事業について、追加工事請負
費の内訳と追加工事の内容は。

Q

令和4年4月に地方独立行政法人に移行した
香取おみがわ医療センター

令和4年度冬に開館予定のみんなの賑わい交流拠点コンパス

議案第11号　専決処分の承認を求めることについて（地方独立行政法人香取おみがわ医療センター中期計画の認可について）

法人から提出された
中期計画を認可

香取おみがわ医療センターでは、招聘したい医師を内科、整
形外科と明確にした上で、中期計画期間内に招聘できるよう
に大学病院の教授と面談を行い、医師の招聘活動をしていま
すが、具体的な時期は目途がついていないようです。
※中期計画の詳細については、香取おみがわ医療センターの
ホームページをご覧ください。

A

救急医療の充実については、医師の増員がないと難しいと思わ
れるが、現状はどのようになっているか。

Q

小見川城山公園清風荘

議案第4号　香取市小見川城山公園清風荘の管理に関する条例の制定について

清風荘の管理について
新たに条例を制定

清風荘の利用は、花見の時期に集中しています。令和2年春
からは、新型コロナウイルス感染症拡大の防止を図る観点か
ら、利用制限を行っており、令和2年度および3年度の利用
者はいませんでした。それ以前の令和元年度は7件、平成30
年度は21件、平成29年度は19件の利用がありました。

A

今までの清風荘の利用状況は。Q
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6月定例会 議案および採決結果概要
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議案
番号

議 案 名
（一部省略しています） 主　な　内　容

審
議
結
果

議案第1号
（総務企画） 令和4年度一般会計補正予算（第1号）

歳入歳出の総額に2億9,483万8千円を追加し、補正後総額を355億4,483万8千円とする。コロナ禍での
生活支援を強化するため、住民税非課税世帯等臨時特別給付金支給事業など3事業に合わせて1億1,111万
8千円を計上。新型コロナウイルスワクチンの4回目接種に係る経費1億4,837万6千円を計上。

可決

議案第2号
（生活経済建設）

令和4年度水道事業会計補正予算（第
1号） 小見川浄水場更新事業について、資材価格の高騰等に伴い所要の調整を図る。 可決

議案第3号
（総務企画）

市長の給料月額の特例に関する条例
の制定 7月分の市長の給料から100分の10を減額する。 可決

議案第4号
（生活経済建設）

小見川城山公園清風荘の管理に関す
る条例の制定 清風荘の管理について、他の有料公園施設と同様に新たに条例を制定する。 可決

議案第5号
（生活経済建設）

橘ふれあい公園有料公園施設の管理
に関する条例の制定 体験学習施設およびパークゴルフ場の管理について、条例を制定する。 撤回

承認

議案第6号
（生活経済建設） 都市公園条例の一部改正 橘ふれあい公園パークゴルフ場を有料公園施設に追加するなどの所要の改正。 可決

議案第7号
（生活経済建設）

橘ふれあい公園パーフゴルフ場の指
定管理者の指定 「株式会社橘ふれあい倶楽部」をパークゴルフ場の指定管理者に指定する。 撤回

承認

議案第8号
（総務企画）

専決処分の承認（税条例等の一部改
正）

個人住民税における住宅借入金等特別税額控除の特例の延長に対する措置などについて定めるための所要
の改正。 承認

議案第9号
（総務企画）

専決処分の承認（国民健康保険税条例
の一部改正）

基礎課税額に係る賦課限度額および後期高齢者支援金等課税額に係る賦課限度額の引き上げについて定め
るための所要の改正。 承認

議案第10号
（総務企画）

専決処分の承認（都市計画税条例の一
部改正） 土地に係る負担調整措置について、商業地等に係る課税標準額の上昇幅を定めるための所要の改正。 承認

議案第11号
（福祉教育）

専決処分の承認（香取おみがわ医療セ
ンター中期計画の認可） 地方独立行政法人香取おみがわ医療センター中期計画について認可する。 承認

議案第12号 令和4年度一般会計補正予算（第2号）
歳入歳出の総額に4億2,201万4千円を追加し、補正後総額を359億6,685万2千円とする。コロナ禍にお
ける原油価格・物価高騰等へ対応するため、国の地方創生臨時交付金を活用した子育て応援給付金支給事
業など6事業のほか、放課後児童クラブを整備拡充。

可決

議案第13号 放課後児童クラブの設置及び管理に
関する条例の一部改正

小見川中央第5児童クラブおよび香取水の郷児童クラブの新設ならびに長期休業期間中における早朝保育
を実施するなどの所要の改正。 可決

議案第14号 副市長の選任 北原潤一氏を副市長に選任することに議会の同意を求める。 同意

諮問第1号 人権擁護委員の候補者の推薦 青栁京子氏を引き続き候補者に推薦することに議会の意見を求める。 適任者
と決定

諮問第2号 人権擁護委員の候補者の推薦 福水睦夫氏を新たに候補者に推薦することに議会の意見を求める。 適任者
と決定

請願第18号
（福祉教育）

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関
する意見書」採択に関する請願

国民に等しく義務教育を保障するという観点から、財政的に最低保障として下支えしている義務教育費国
庫負担制度は必要不可欠。制度の廃止等は、義務教育の水準にさらに格差が生まれるため本制度の堅持を
強く要望する。

採択

請願第19号
（福祉教育）

「国における2023年度教育予算拡充
に関する意見書」採択に関する請願

こどもたちの健全育成をめざし豊かな教育を実現させるため、就学援助や奨学金事業にかかわる予算の拡
充等、2023年度に向けての予算の充実を働きかけていただきたい。 採択

継続審査
請願第16号
（福祉教育）

学校給食無償化を求める請願 小中学校給食費の保護者負担を無償にするため、市として必要な財政措置を講じるよう求める。 採択

発議案第1号 市議会委員会条例の一部改正 可決

発議案第2号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書 可決

発議案第3号 国における令和5年度教育予算拡充に関する意見書 可決

※議長（坂部勝義議員）は、採決に加わりません。議案番号下の（　　）は、審査を付託した委員会名です。〇：賛成　　×：反対

6月定例会　議案および採決結果概要
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QRコードからスマホで質問の
内容が見られます！ 6月定例会

小見川東小学校
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幼
稚
園
、保
育
所
ま
た
は
認
定
こ
ど
も
園
を
運

営
す
る
学
校
法
人
ま
た
は
社
会
福
祉
法
人
を
対
象
と

営
す
る
学
校
法
人
ま
た
は
社
会
福
祉
法
人
を
対
象
と

し
た
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
選
定
し
て
い
ま

し
た
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
選
定
し
て
い
ま

す
。応
募
資
格
を
持
つ
全
て
の
法
人
に
呼
び
か
け
た

す
。応
募
資
格
を
持
つ
全
て
の
法
人
に
呼
び
か
け
た

結
果
、参
加
法
人
は
社
会
福
祉
法
人
清
水
福
祉
会
の

結
果
、参
加
法
人
は
社
会
福
祉
法
人
清
水
福
祉
会
の

み
で
あ
り
ま
し
た
が
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実

み
で
あ
り
ま
し
た
が
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
、厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、評
価
が
規
定
の
点

施
し
、厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、評
価
が
規
定
の
点

数
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、運
営
法
人
候
補
者
と
し
て

数
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、運
営
法
人
候
補
者
と
し
て

決
定
し
た
も
の
で
あ
り
、運
営
法
人
の
選
定
は
公
正

決
定
し
た
も
の
で
あ
り
、運
営
法
人
の
選
定
は
公
正

に
実
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

に
実
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
の
民
間
譲
渡
は
、市
に
と
っ

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
の
民
間
譲
渡
は
、市
に
と
っ

て
有
益
で
あ
る
と
認
め
運
営
を
継
続
し
て
い
く
の
か
。

て
有
益
で
あ
る
と
認
め
運
営
を
継
続
し
て
い
く
の
か
。

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
は
、令
和
４
年
４
月
１
日
か

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
は
、令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
公
私
連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
、

ら
公
私
連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
、

公
私
連
携
法
人
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
清
水
福
祉
会

公
私
連
携
法
人
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
清
水
福
祉
会

の
運
営
の
も
と
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
こ

の
運
営
の
も
と
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。市
と
し
て
は
、お
み
が
わ
こ
ど
も
園
で
過

ろ
で
す
。市
と
し
て
は
、お
み
が
わ
こ
ど
も
園
で
過

ご
す
子
ど
も
た
ち
が
、優
れ
た
保
育
・
教
育
を
受
け
、

ご
す
子
ど
も
た
ち
が
、優
れ
た
保
育
・
教
育
を
受
け
、

よ
り
良
い
環
境
で
成
長
す
る
こ
と
を
第
一
と
考
え
、

よ
り
良
い
環
境
で
成
長
す
る
こ
と
を
第
一
と
考
え
、

清
水
福
祉
会
と
の
間
で
情
報
共
有
と
連
携
を
密
に
し
、

清
水
福
祉
会
と
の
間
で
情
報
共
有
と
連
携
を
密
に
し
、

共
に
よ
り
良
い
こ
ど
も
園
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

共
に
よ
り
良
い
こ
ど
も
園
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
校
の
再
編
基
準
、統
合
に
つ
い
て

学
校
の
再
編
基
準
、統
合
に
つ
い
て

小
見
川
東
小
学
校
が
統
合
に
向
け
動
き
出
し
て
い

小
見
川
東
小
学
校
が
統
合
に
向
け
動
き
出
し
て
い

る
。今
の
状
況
は
。

る
。今
の
状
況
は
。

小
見
川
東
小
学
校
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
度
の

小
見
川
東
小
学
校
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
度
の

児
童
数
が

児
童
数
が
8181
人
、３
年
生
が
ゼ
ロ
人
と
な
っ
て
い
る

人
、３
年
生
が
ゼ
ロ
人
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、統
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
保
護
者
宛
て

こ
と
か
ら
、統
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
保
護
者
宛
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

統
合
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
場
合
、今
後
の
ス
ケ
ジ

統
合
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
場
合
、今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
ど
う
な
る
の
か
。

ュ
ー
ル
は
ど
う
な
る
の
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、保
護
者
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、保
護
者
へ

の
説
明
を
行
う
予
定
で
あ
り
、統
合
に
賛
成
と
の
結

の
説
明
を
行
う
予
定
で
あ
り
、統
合
に
賛
成
と
の
結

果
に
な
っ
た
場
合
、市
民
協
働
に
よ
り
統
合
を
協
議

果
に
な
っ
た
場
合
、市
民
協
働
に
よ
り
統
合
を
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

統
合
に
反
対
が
大
き
い
時
に
、ど
う
な
る
の
で
し

統
合
に
反
対
が
大
き
い
時
に
、ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

ょ
う
か
。

統
合
は
、市
民
協
働
に
よ
る
学
校
再
編
を
原
則
と

統
合
は
、市
民
協
働
に
よ
る
学
校
再
編
を
原
則
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、反
対
意
見
が
多
か
っ
た
場
合

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、反
対
意
見
が
多
か
っ
た
場
合

は
、統
合
を
見
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

は
、統
合
を
見
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
み
が
わ
認
定
こ
ど
も
園

お
み
が
わ
認
定
こ
ど
も
園

の
運
営
に
つ
い
て

の
運
営
に
つ
い
て

質問事項
◆おみがわこども園
◆産婦人科誘致
◆学校の統廃合

藤木
裕士 ふじき ひろのり 議員

かとり市議会だより No.66 6



13人の議員が一般質問

物価高騰は家庭の食卓にも影響を及ぼす

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
、な
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
、な
ら

び
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
る
物
価
高
騰
の
影
響
が
、

び
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
る
物
価
高
騰
の
影
響
が
、

市
民
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
。「
地
方
創
生
臨
時
交

市
民
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
。「
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」を
活
用
し
た
物
価
高
騰
対
策
の
生
活
支
援
事

付
金
」を
活
用
し
た
物
価
高
騰
対
策
の
生
活
支
援
事

業
、事
業
者
支
援
事
業
は
何
か
。

業
、事
業
者
支
援
事
業
は
何
か
。

生
活
支
援
に
つ
い
て
は
、子
育
て
支
援
対
策
の
ほ

生
活
支
援
に
つ
い
て
は
、子
育
て
支
援
対
策
の
ほ

か
、令
和
４
年
度
、新
た
に
住
民
税
の
均
等
割
が
非

か
、令
和
４
年
度
、新
た
に
住
民
税
の
均
等
割
が
非

課
税
と
な
っ
た
世
帯
、ま
た
、令
和
４
年
１
月
以
降

課
税
と
な
っ
た
世
帯
、ま
た
、令
和
４
年
１
月
以
降

の
収
入
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

の
収
入
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
減
少
し
、住
民
税
非
課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ

よ
り
減
少
し
、住
民
税
非
課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ

た
世
帯
を
対
象
と
し
て
、１
世
帯
当
た
り

た
世
帯
を
対
象
と
し
て
、１
世
帯
当
た
り
1010
万
円
を

万
円
を

給
付
す
る
こ
と
が
国
で
決
定
さ
れ
た
た
め
、現
在
準

給
付
す
る
こ
と
が
国
で
決
定
さ
れ
た
た
め
、現
在
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。事
業
者
支
援
に
つ
い
て
は
、

備
を
進
め
て
い
ま
す
。事
業
者
支
援
に
つ
い
て
は
、

現
在
、市
内
農
業
経
営
者
お
よ
び
中
小
企
業
者
へ
の

現
在
、市
内
農
業
経
営
者
お
よ
び
中
小
企
業
者
へ
の

支
援
の
ほ
か
、市
内
に
乗
降
停
留
所
の
あ
る
高
速
バ

支
援
の
ほ
か
、市
内
に
乗
降
停
留
所
の
あ
る
高
速
バ

ス
事
業
者
、市
内

ス
事
業
者
、市
内

を
運
行
し
香
取
市

を
運
行
し
香
取
市

の
補
助
な
ど
を
受

の
補
助
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
バ
ス

け
て
い
な
い
バ
ス

路
線
事
業
者
、市

路
線
事
業
者
、市

内
に
事
業
所
の
あ

内
に
事
業
所
の
あ

る
タ
ク
シ
ー
事
業

る
タ
ク
シ
ー
事
業

者
に
対
し
、そ
れ

者
に
対
し
、そ
れ

ぞ
れ
支
援
金
交
付

ぞ
れ
支
援
金
交
付

の
準
備
を
進
め
て

の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

小
見
川
東
小
学
校
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
度
の

児
童
数
が
81
人
、３
年
生
が
ゼ
ロ
人
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、統
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
保
護
者
宛
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

統
合
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
場
合
、今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
ど
う
な
る
の
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、保
護
者
へ

の
説
明
を
行
う
予
定
で
あ
り
、統
合
に
賛
成
と
の
結

果
に
な
っ
た
場
合
、市
民
協
働
に
よ
り
統
合
を
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

統
合
に
反
対
が
大
き
い
時
に
、ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

統
合
は
、市
民
協
働
に
よ
る
学
校
再
編
を
原
則
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、反
対
意
見
が
多
か
っ
た
場
合

は
、統
合
を
見
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

小
中
学
校
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
加
速
を

小
中
学
校
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
加
速
を

令
和
３
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
バ
リ
ア
フ
リ

令
和
３
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
バ
リ
ア
フ
リ

ー
法
に
よ
る
公
立
小
中
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ー
法
に
よ
る
公
立
小
中
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

化
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

市
内
小
中
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い

市
内
小
中
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い

て
は
、障
が
い
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
割
合
が
約

て
は
、障
が
い
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
割
合
が
約
6868
・

２
％
、ス
ロ
ー
プ
の
設
置
割
合
が
約

２
％
、ス
ロ
ー
プ
の
設
置
割
合
が
約
8686
・
４
％
、エ
レ

・
４
％
、エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
割
合
が
約

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
割
合
が
約
1818
・
２
％
で
す
。

・
２
％
で
す
。

既
存
校
舎
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
は
じ
め
と

既
存
校
舎
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
は
じ
め
と

し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
具
体
的
な
整
備
計
画
を
推

し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
具
体
的
な
整
備
計
画
を
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

の
か
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
に

は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、学
校
施
設
の

は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、学
校
施
設
の

長
寿
命
化
改
修
な
ど
の
大
規
模
改
修
時
に
合
わ
せ
て

長
寿
命
化
改
修
な
ど
の
大
規
模
改
修
時
に
合
わ
せ
て

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

避
難
所
ト
イ
レ
の
環
境
改
善
を

避
難
所
ト
イ
レ
の
環
境
改
善
を

災
害
時
に
下
水
道
施
設
が
被
災
し
て
水
洗
ト
イ
レ

災
害
時
に
下
水
道
施
設
が
被
災
し
て
水
洗
ト
イ
レ

な
ど
が
使
用
で
き
な
く
な
る
事
態
に
ど
の
よ
う
に
対

な
ど
が
使
用
で
き
な
く
な
る
事
態
に
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

応
す
る
の
か
。

市
に
お
い
て
は
、災
害
用
ト
イ
レ
を
確
保
す
る
た
め
、

市
に
お
い
て
は
、災
害
用
ト
イ
レ
を
確
保
す
る
た
め
、

令
和
４
年
度
か
ら
公
共
下
水
道
処
理
区
域
内
の
指
定

令
和
４
年
度
か
ら
公
共
下
水
道
処
理
区
域
内
の
指
定

避
難
所
に
３
日
間
程
度
、し
尿
の
貯
留
が
可
能
と
な
る

避
難
所
に
３
日
間
程
度
、し
尿
の
貯
留
が
可
能
と
な
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
整
備
し
ま
す
。本
年
度
は
佐
原

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
整
備
し
ま
す
。本
年
度
は
佐
原

小
学
校
体
育
館
お
よ
び
小
見
川
中
学
校
に
、令
和
５
年

小
学
校
体
育
館
お
よ
び
小
見
川
中
学
校
に
、令
和
５
年

度
以
降
は
佐
原
中
学
校
、市
民
体
育
館
お
よ
び
小
見
川

度
以
降
は
佐
原
中
学
校
、市
民
体
育
館
お
よ
び
小
見
川

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
整
備
す
る
予
定
で
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
整
備
す
る
予
定
で
す
。

質問事項
◆コロナ禍における原油価格・物価高騰対策
◆改正バリアフリー法
◆災害避難所

田代
一男たしろ かずお 議員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

物
価
高
騰
か
ら

物
価
高
騰
か
ら

市
民
生
活
を
守
れ

市
民
生
活
を
守
れ

かとり市議会だより No.667



香取市地域防災計画

「
運
営
費（
精
査
額
）」が

「
運
営
費（
精
査
額
）」が

固
ま
っ
た
の
は
、い
つ
の
時
点
か

固
ま
っ
た
の
は
、い
つ
の
時
点
か

３
月
２
日
の
一
般
質
問
で「
運
営
費
」の
精
査
が
明

３
月
２
日
の
一
般
質
問
で「
運
営
費
」の
精
査
が
明

ら
か
に
な
っ
た
が
、そ
の
金
額
が
固
ま
っ
た
の
は
い

ら
か
に
な
っ
た
が
、そ
の
金
額
が
固
ま
っ
た
の
は
い

つ
の
時
点
か
。

つ
の
時
点
か
。

検
証
に
よ
り
数
字
が
固
ま
っ
た
の
は
、３
月
定
例

検
証
に
よ
り
数
字
が
固
ま
っ
た
の
は
、３
月
定
例

会
最
終
日
の
数
日
前
で
し
た
。そ
の
時
点
で
担
当
部

会
最
終
日
の
数
日
前
で
し
た
。そ
の
時
点
で
担
当
部

課
へ
報
告
を
し
て
お
り
、そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て

課
へ
報
告
を
し
て
お
り
、そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て

は
、担
当
部
課
で
行
う
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

は
、担
当
部
課
で
行
う
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
は「
一
事
不
再
議
の
原
則
」か
ら
、会
期

議
会
運
営
は「
一
事
不
再
議
の
原
則
」か
ら
、会
期

中
に
完
結
す
る
ル
ー
ル
が
あ
る
。市
長
か
ら
担
当
課

中
に
完
結
す
る
ル
ー
ル
が
あ
る
。市
長
か
ら
担
当
課

へ
の
指
示
は
な
か
っ
た
の
か
。

へ
の
指
示
は
な
か
っ
た
の
か
。

当
案
件
の
窓
口
は
、当
初
か
ら
担
当
部
課
と
な
り

当
案
件
の
窓
口
は
、当
初
か
ら
担
当
部
課
と
な
り

ま
す
の
で
、担
当
部
課
か
ら
説
明
す
る
こ
と
に
つ
い

ま
す
の
で
、担
当
部
課
か
ら
説
明
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、特
に
ご
指
示
は
な
く
、担
当
部
課
か
ら
お
伺
い

て
、特
に
ご
指
示
は
な
く
、担
当
部
課
か
ら
お
伺
い

し
た
経
緯
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
経
緯
も
あ
り
ま
せ
ん
。

東
海
第
二
原
発
の
広
域
避
難
計
画

東
海
第
二
原
発
の
広
域
避
難
計
画

の
実
効
性
は
あ
る
の
か

の
実
効
性
は
あ
る
の
か

大
洗
町
の
避
難
者
最
大
約

大
洗
町
の
避
難
者
最
大
約
8
7
0
0

8
7
0
0
人
を
受
け

人
を
受
け

入
れ
る
香
取
市
の

入
れ
る
香
取
市
の

体
制
に
つ
い
て
、

体
制
に
つ
い
て
、

本
市
の
防
災
計
画

本
市
の
防
災
計
画

上
に
、こ
の
協
定

上
に
、こ
の
協
定

内
容
が
ど
こ
ま
で

内
容
が
ど
こ
ま
で

具
体
的
に
盛
り
込

具
体
的
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
か
。

ま
れ
て
い
ま
す
か
。

市
地
域
防
災
計
画
の
本
編
に
記
載
は
な
い
が
、資

市
地
域
防
災
計
画
の
本
編
に
記
載
は
な
い
が
、資

料
編
の
災
害
時
協
定
一
覧
の
中
に
協
定
の
名
称
や
概

料
編
の
災
害
時
協
定
一
覧
の
中
に
協
定
の
名
称
や
概

要
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

要
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

協
定
締
結
後
、避
難
計
画
に
つ
い
て
、大
洗
町
か

協
定
締
結
後
、避
難
計
画
に
つ
い
て
、大
洗
町
か

ら
の
情
報
提
供
は
あ
る
の
か
。

ら
の
情
報
提
供
は
あ
る
の
か
。

大
洗
町
と
の
間
で
、担
当
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、現
在
、

大
洗
町
と
の
間
で
、担
当
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、現
在
、

避
難
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
共
有

避
難
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
ま
す
。

を
行
っ
て
い
ま
す
。

複
合
公
共
施
設「
コ
ン
パ
ス
」の
こ
れ
ま
で
の「
公

複
合
公
共
施
設「
コ
ン
パ
ス
」の
こ
れ
ま
で
の「
公

民
館
機
能
」を
な
く
す
と
は
、ど
の
よ
う
な
内
容
に

民
館
機
能
」を
な
く
す
と
は
、ど
の
よ
う
な
内
容
に

な
る
の
か
。

な
る
の
か
。

施
設
の
目
的
、整
備
方
針
は
、子
ど
も
か
ら
お
年

施
設
の
目
的
、整
備
方
針
は
、子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
交
流
の
場
を
設
け
、市

寄
り
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
交
流
の
場
を
設
け
、市

民
の
交
流
、つ
な
が
り
を
高
め
る
と
と
も
に
、佐
原

民
の
交
流
、つ
な
が
り
を
高
め
る
と
と
も
に
、佐
原

駅
周
辺
地
区
の
活
性
化
を
図
る
施
設
と
し
て
お
り
、

駅
周
辺
地
区
の
活
性
化
を
図
る
施
設
と
し
て
お
り
、

利
用
目
的
や
実
施
事
業
な
ど
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
な

利
用
目
的
や
実
施
事
業
な
ど
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
な

く
幅
広
い
利
活
用
を
可
能
と
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で

く
幅
広
い
利
活
用
を
可
能
と
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で

の
公
民
館
利
用
者
に
加
え
、若
い
世
代
の
方
の
会
食
、

の
公
民
館
利
用
者
に
加
え
、若
い
世
代
の
方
の
会
食
、

商
業
目
的
な
ど
の
利
活
用
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

商
業
目
的
な
ど
の
利
活
用
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

「
コ
ン
パ
ス
」内
の
子
育
て
世
代
支
援
施
設
の
機
能

「
コ
ン
パ
ス
」内
の
子
育
て
世
代
支
援
施
設
の
機
能

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。ま
た
、職
員
数
は
何
人
程

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。ま
た
、職
員
数
は
何
人
程

度
配
置
予
定
か
。

度
配
置
予
定
か
。

児
童
書
架
の
配
置
や
大
型
遊
具
等
を
設
置
し
た
多

児
童
書
架
の
配
置
や
大
型
遊
具
等
を
設
置
し
た
多

目
的
広
場
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
雨
の
日
で
も
遊
べ
る

目
的
広
場
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
雨
の
日
で
も
遊
べ
る

施
設
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
の
一
時
預
か

施
設
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
の
一
時
預
か

り
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。配
置
職
員
数
は
、常

り
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。配
置
職
員
数
は
、常

時
３
名
程
度
の
予
定
で
す
。

時
３
名
程
度
の
予
定
で
す
。

質問事項
◆おみがわこども園施設の無償譲渡
◆東海第二原発再稼働に係る「避難計画」
◆佐原駅周辺地区複合公共施設の管理

根本
義郎 ねもと よしろう 議員

お
み
が
わ
こ
ど
も
園

お
み
が
わ
こ
ど
も
園

「
運
営
費（
精
査
額
）」を
、

「
運
営
費（
精
査
額
）」を
、

会
期
中
に

会
期
中
に

提
示
で
き
な
か
っ
た
の
か

提
示
で
き
な
か
っ
た
の
か

かとり市議会だより No.66 8



6月定例会  13人の議員が一般質問

市長選挙における期日前投票の様子

兵
庫
県
明
石
市
な
ど
、給
食
費
や
医
療
費
、そ
の

兵
庫
県
明
石
市
な
ど
、給
食
費
や
医
療
費
、そ
の

他
子
育
て
や
教
育
に
か
か
る
費
用
を
無
償
に
す
る
施

他
子
育
て
や
教
育
に
か
か
る
費
用
を
無
償
に
す
る
施

策
を
行
い
、人
口
増
・
出
生
率
増
に
つ
な
げ
て
い
る

策
を
行
い
、人
口
増
・
出
生
率
増
に
つ
な
げ
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。香
取
市
で
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

自
治
体
も
あ
る
。香
取
市
で
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
子
ど
も
医
療
費
支
援
事

学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
子
ど
も
医
療
費
支
援
事

業
の
充
実
の
ほ
か
、地
域
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を

業
の
充
実
の
ほ
か
、地
域
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を

通
じ
て
脱
孤
育
て
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
進
め
る

通
じ
て
脱
孤
育
て
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
進
め
る

な
ど
の
子
育
て
支
援
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

な
ど
の
子
育
て
支
援
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
支
援
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
所
得
制
限

子
ど
も
支
援
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
所
得
制
限

に
つ
い
て
、香
取
市
の
考
え
方
は
。

に
つ
い
て
、香
取
市
の
考
え
方
は
。

令
和
３
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
子
育
て
世
帯
臨
時

令
和
３
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
子
育
て
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
に
つ
い
て
は
、所
得
制
限
を
撤
廃
し
市

特
別
給
付
金
に
つ
い
て
は
、所
得
制
限
を
撤
廃
し
市

独
自
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
し
た
。可
能
な
も
の
で

独
自
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
し
た
。可
能
な
も
の
で

あ
れ
ば
、所
得
制
限
は
設
け
ず
に
事
業
を
実
施
し
て

あ
れ
ば
、所
得
制
限
は
設
け
ず
に
事
業
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
平・公
正
な
選
挙
の
確
実
な
執
行
を

公
平・公
正
な
選
挙
の
確
実
な
執
行
を

香
取
市
長
選
挙
の
執
行
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

香
取
市
長
選
挙
の
執
行
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
か
。

評
価
し
て
い
る
か
。

開
票
に
つ
い
て
は
、分
類
機
の
導
入
な
ど
効
率
化

開
票
に
つ
い
て
は
、分
類
機
の
導
入
な
ど
効
率
化

を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、前
回
と
比
較
し
、

を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、前
回
と
比
較
し
、3636
分
短
分
短

縮
す
る
こ
と
が
で

縮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。今
後

き
ま
し
た
。今
後

の
課
題
と
し
て
は
、

の
課
題
と
し
て
は
、

近
年
、増
加
傾
向

近
年
、増
加
傾
向

に
あ
る
期
日
前
投

に
あ
る
期
日
前
投

票
の
混
雑
時
対
応

票
の
混
雑
時
対
応

な
ど
、さ
ら
な
る

な
ど
、さ
ら
な
る

改
善
も
必
要
で
あ

改
善
も
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
、引
き
続
き
投
票
環
境
の
向
上
を
目
指

る
と
認
識
し
、引
き
続
き
投
票
環
境
の
向
上
を
目
指

し
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

し
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

年
代
別
の
投
票
率
な
ど
選
挙
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

年
代
別
の
投
票
率
な
ど
選
挙
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

公
表
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
る
か
。

公
表
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
る
か
。

年
代
別
の
投
票
率
に
つ
い
て
は
、啓
発
を
進
め
て

年
代
別
の
投
票
率
に
つ
い
て
は
、啓
発
を
進
め
て

い
く
上
で
関
心
の
あ
る
情
報
と
思
わ
れ
る
た
め
、投

い
く
上
で
関
心
の
あ
る
情
報
と
思
わ
れ
る
た
め
、投

票
率
の
デ
ー
タ
集
計
と
公
表
に
向
け
、検
討
を
し
て

票
率
の
デ
ー
タ
集
計
と
公
表
に
向
け
、検
討
を
し
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

感
染
症
対
策
の
徹
底
と
そ
の
先
を

感
染
症
対
策
の
徹
底
と
そ
の
先
を

見
据
え
た
準
備
を

見
据
え
た
準
備
を

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
４
回
目
接
種
は
ど
の
よ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
４
回
目
接
種
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
予
定
か
。

う
に
進
め
る
予
定
か
。

５
月
５
月
2525
日
か
ら
接
種
が
可
能
と
な
り
、３
回
目
接

日
か
ら
接
種
が
可
能
と
な
り
、３
回
目
接

種
が
完
了
し
た
日
か
ら
５
カ
月
が
経
過
し
た
方
の
う

種
が
完
了
し
た
日
か
ら
５
カ
月
が
経
過
し
た
方
の
う

ち
、
ち
、6060
歳
以
上
の
方
と

歳
以
上
の
方
と
1818
歳
以
上
で
基
礎
疾
患
を
有

歳
以
上
で
基
礎
疾
患
を
有

す
る
方
等
が
対
象
と
な
り
ま
す
。市
に
お
い
て
は
、

す
る
方
等
が
対
象
と
な
り
ま
す
。市
に
お
い
て
は
、

順
次
対
象
者
へ
接
種
券
を
送
付
し
、各
医
療
機
関
に

順
次
対
象
者
へ
接
種
券
を
送
付
し
、各
医
療
機
関
に

お
け
る
個
別
接
種
と
集
団
接
種
の
両
方
に
よ
り
接
種

お
け
る
個
別
接
種
と
集
団
接
種
の
両
方
に
よ
り
接
種

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

香
取
市
が
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
つ
い

香
取
市
が
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
つ
い

て
、今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
っ
て
い
く
の
か
。

て
、今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
っ
て
い
く
の
か
。

ま
た
、今
年
度
中
に
行
わ
れ
る
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
は
。

ま
た
、今
年
度
中
に
行
わ
れ
る
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
は
。

国
の
基
本
的
対
処
方
針
お
よ
び
県
の
基
本
的
な
考

国
の
基
本
的
対
処
方
針
お
よ
び
県
の
基
本
的
な
考

え
方
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。今
後
の
主
な

え
方
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。今
後
の
主
な

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、８
月

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、８
月
1818
日
か
ら

日
か
ら
2121
日
ま
で
、

日
ま
で
、

さ
わ
ら
町
並
み
竹
灯
り
な
ど
が
開
催
予
定
と
な
っ
て

さ
わ
ら
町
並
み
竹
灯
り
な
ど
が
開
催
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

子
ど
も
支
援
・
子
育
て
支
援

子
ど
も
支
援
・
子
育
て
支
援

を
政
策
の
真
ん
中
に

を
政
策
の
真
ん
中
に

質問事項
◆多様性を前提とした上で、子どもを産みやすく、
育てやすく、暮らしやすいまちづくり
◆市の雇用政策
◆よりアクセスしやすい投票制度・選挙制度の確立
◆新型コロナウイルス感染症対策と今後に向けた
準備

加藤裕太
かとう ゆうた 議員

かとり市議会だより No.669



佐原大谷津地区

佐
原
大
谷
津
地
区
で
産
廃
業
者
が「
市
が
認
め
た

佐
原
大
谷
津
地
区
で
産
廃
業
者
が「
市
が
認
め
た

事
業
」「
市
有
地
も
買
っ
た
」と
称
し
て
民
有
地
を
買

事
業
」「
市
有
地
も
買
っ
た
」と
称
し
て
民
有
地
を
買

い
、宅
地
開
発
計
画
を
進
め
て
い
る
。市
の
認
識
は
。

い
、宅
地
開
発
計
画
を
進
め
て
い
る
。市
の
認
識
は
。

大
谷
津
地
区
に
お
い
て
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に

大
谷
津
地
区
に
お
い
て
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に

よ
る
民
地
買
収
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
把
握
し
て

よ
る
民
地
買
収
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
把
握
し
て

い
る
が
、買
収
の
件
数
や
内
容
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

い
る
が
、買
収
の
件
数
や
内
容
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、当
該
地
区
の
都

て
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、当
該
地
区
の
都

市
計
画
道
路
側
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
は
、赤
道
な
ど

市
計
画
道
路
側
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
は
、赤
道
な
ど

の
法
定
外
公
共
物
の
ほ
か
、山
林
な
ど
の
市
有
財
産

の
法
定
外
公
共
物
の
ほ
か
、山
林
な
ど
の
市
有
財
産

が
所
在
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。当
該

が
所
在
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。当
該

区
域
に
お
い
て
事
業
を
行

区
域
に
お
い
て
事
業
を
行

う
た
め
に
は
、こ
れ
ら
の

う
た
め
に
は
、こ
れ
ら
の

市
有
地
に
関
す
る
手
続
き

市
有
地
に
関
す
る
手
続
き

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
取

れ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、地

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、地

域
住
民
の
要
望
な
ど
を
踏

域
住
民
の
要
望
な
ど
を
踏

ま
え
た
対
応
が
求
め
ら
れ

ま
え
た
対
応
が
求
め
ら
れ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
す
。埋

立
て
は
市
が
認
め
た
事
業
か
。市
有
地
買
収
の

埋
立
て
は
市
が
認
め
た
事
業
か
。市
有
地
買
収
の

申
し
入
れ
は
あ
っ
た
か
。

申
し
入
れ
は
あ
っ
た
か
。

市
で
認
め
て
い
る
と
い
っ
た
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
で
認
め
て
い
る
と
い
っ
た
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、現
時
点
に
お
い
て
、当
該
申
し
入
れ
は
あ
り

ま
た
、現
時
点
に
お
い
て
、当
該
申
し
入
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

産
廃
業
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
接
触
が
あ
っ
た
か
。

産
廃
業
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
接
触
が
あ
っ
た
か
。

設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
か
ら
、埋
蔵
文
化
財

設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
か
ら
、埋
蔵
文
化
財

に
係
る
発
掘
調
査
承
諾
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
が
、

に
係
る
発
掘
調
査
承
諾
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
が
、

承
諾
で
き
な
い
旨
の
回
答
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

承
諾
で
き
な
い
旨
の
回
答
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

風
致
地
区
に
お
け
る
宅
地
造
成
行
為
の
許
可
条
件
に

風
致
地
区
に
お
け
る
宅
地
造
成
行
為
の
許
可
条
件
に

つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。さ

つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。さ

ら
に
、埋
蔵
文
化
財
の
有
無
に
関
す
る
照
会
が
あ
り
、

ら
に
、埋
蔵
文
化
財
の
有
無
に
関
す
る
照
会
が
あ
り
、

遺
跡
が
所
在
す
る
旨
を
回
答
し
て
い
ま
す
。開
発
業

遺
跡
が
所
在
す
る
旨
を
回
答
し
て
い
ま
す
。開
発
業

者
か
ら
、市
有
地
を
除
く
当
該
地
区
で
の
宅
地
造
成

者
か
ら
、市
有
地
を
除
く
当
該
地
区
で
の
宅
地
造
成

を
目
的
と
す
る
土
木
工
事
に
着
手
し
た
い
旨
の
届
出

を
目
的
と
す
る
土
木
工
事
に
着
手
し
た
い
旨
の
届
出

が
あ
り
、教
育
委
員
会
に
お
い
て
確
認
調
査
を
実
施

が
あ
り
、教
育
委
員
会
に
お
い
て
確
認
調
査
を
実
施

し
、引
き
続
き
埋
蔵
文
化
財
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

し
、引
き
続
き
埋
蔵
文
化
財
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

協
議
が
必
要
で
あ
る
旨
を
通
知
し
て
い
ま
す
。

協
議
が
必
要
で
あ
る
旨
を
通
知
し
て
い
ま
す
。

再
生
土
か
ら
大
谷
津
地
区
を
守
る
に
は「
再
生
土

再
生
土
か
ら
大
谷
津
地
区
を
守
る
に
は「
再
生
土

禁
止
条
例
」の
制
定
が
必
要
不
可
欠
。市
長
の
見
解

禁
止
条
例
」の
制
定
が
必
要
不
可
欠
。市
長
の
見
解

は
。
は
。再

生
土
に
係
る
条
例
に
つ
い
て
は
、近
隣
市
町
の

再
生
土
に
係
る
条
例
に
つ
い
て
は
、近
隣
市
町
の

条
例
な
ど
を
参
考
と
し
、再
生
土
の
香
取
市
へ
の
持

条
例
な
ど
を
参
考
と
し
、再
生
土
の
香
取
市
へ
の
持

ち
込
み
禁
止
を
含
め
た
条
例
制
定
を
早
急
に
進
め
て

ち
込
み
禁
止
を
含
め
た
条
例
制
定
を
早
急
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

大
谷
津
地
区
が
市
の
大
規
模
開
発
調
査
の
候
補
地

大
谷
津
地
区
が
市
の
大
規
模
開
発
調
査
の
候
補
地

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。大
規
模
開
発
と
産
廃
業
者

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。大
規
模
開
発
と
産
廃
業
者

に
よ
る
開
発
計
画
が
重
な
っ
た
が
偶
然
と
は
思
え
な

に
よ
る
開
発
計
画
が
重
な
っ
た
が
偶
然
と
は
思
え
な

い
。関
連
性
は
。

い
。関
連
性
は
。

関
連
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

関
連
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
谷
津
地
区
は
埋
立
て
を
し
な
け
れ
ば
活
用
で
き

大
谷
津
地
区
は
埋
立
て
を
し
な
け
れ
ば
活
用
で
き

な
い
。埋
立
て
は
多
額
の
費
用
が
必
要
で
、環
境
破

な
い
。埋
立
て
は
多
額
の
費
用
が
必
要
で
、環
境
破

壊
や
土
石
流
な
ど
の
心
配
が
あ
る
。大
規
模
開
発
の

壊
や
土
石
流
な
ど
の
心
配
が
あ
る
。大
規
模
開
発
の

候
補
地
か
ら
除
外
す
べ
き
。市
の
見
解
は
。

候
補
地
か
ら
除
外
す
べ
き
。市
の
見
解
は
。

大
規
模
開
発
に
つ
い
て
は
、相
応
の
調
査
を
実
施

大
規
模
開
発
に
つ
い
て
は
、相
応
の
調
査
を
実
施

し
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
も

し
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
原
大
谷
津
地
区
を

佐
原
大
谷
津
地
区
を

再
生
土
に
よ
る
埋
立
て
か
ら

再
生
土
に
よ
る
埋
立
て
か
ら

守
る
に
は

守
る
に
は

質問事項
◆佐原大谷津地区における再生土による埋立て・
大規模開発

鈴木
聖二 すずき せいじ 議員
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6月定例会  13人の議員が一般質問

令和元年台風15号の被害に見舞われた栗源地区

令
和
元
年
の
台
風
時
、市
の
対
応
は
機
能
せ
ず
山

令
和
元
年
の
台
風
時
、市
の
対
応
は
機
能
せ
ず
山

田
・
栗
源
地
区
は
長
期
停
電
に
よ
り
情
報
収
集
が
断

田
・
栗
源
地
区
は
長
期
停
電
に
よ
り
情
報
収
集
が
断

た
れ
た
。ま
た
、民
生
委
員
の
活
動
も
市
の
許
可
が

た
れ
た
。ま
た
、民
生
委
員
の
活
動
も
市
の
許
可
が

下
り
ず
、区
内
道
路
確
保
の
た
め
の
倒
木
処
理
、搬

下
り
ず
、区
内
道
路
確
保
の
た
め
の
倒
木
処
理
、搬

出
先
指
示
も
な
く
、地
区
住
民
は
不
信
感
を
抱
い
た
。

出
先
指
示
も
な
く
、地
区
住
民
は
不
信
感
を
抱
い
た
。

市
は
、教
訓
を
踏
ま
え
万
全
な
対
策
を
行
っ
た
の
か
。

市
は
、教
訓
を
踏
ま
え
万
全
な
対
策
を
行
っ
た
の
か
。

ま
た
、各
地
区
と
の
連
携
を
構
築
す
る
こ
と
も
重
要

ま
た
、各
地
区
と
の
連
携
を
構
築
す
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
が
、現
在
の
状
況
は
。ま
た
、栗
源
簡
易
水
道

で
あ
る
が
、現
在
の
状
況
は
。ま
た
、栗
源
簡
易
水
道

の
廃
止
に
よ
り
水
の
確
保
は
。

の
廃
止
に
よ
り
水
の
確
保
は
。

令
和
元
年
の
台
風
災
害
の
教
訓
を
反
映
さ
せ
る
こ

令
和
元
年
の
台
風
災
害
の
教
訓
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
、自
治
会
長
、民
生
委
員
、市
民
の
皆

と
を
目
的
と
し
、自
治
会
長
、民
生
委
員
、市
民
の
皆

様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
な
ど
幅
広
い
意
見
を
集
め
、

様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
な
ど
幅
広
い
意
見
を
集
め
、

香
取
市
地
域
防
災
計
画
を
修
正
し
ま
し
た
。地
域
と

香
取
市
地
域
防
災
計
画
を
修
正
し
ま
し
た
。地
域
と

の
連
携
構
築
に
つ
い
て
は
、毎
年
４
月
に
行
わ
れ
る

の
連
携
構
築
に
つ
い
て
は
、毎
年
４
月
に
行
わ
れ
る

自
治
会
連
合
会
総
会
に
お
い
て
、自
治
会
長
の
皆
様

自
治
会
連
合
会
総
会
に
お
い
て
、自
治
会
長
の
皆
様

方
と
災
害
時
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
情
報
共
有
さ
せ

方
と
災
害
時
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
情
報
共
有
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。飲
料
水
の
確
保

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。飲
料
水
の
確
保

に
つ
い
て
は
、栗
源
消
防
訓
練
場
に
耐
震
性
貯
水
槽

に
つ
い
て
は
、栗
源
消
防
訓
練
場
に
耐
震
性
貯
水
槽

を
１
基
設
置
し
て
お
り
、１
万
人
が
３
日
間
使
用
で

を
１
基
設
置
し
て
お
り
、１
万
人
が
３
日
間
使
用
で

き
る
飲
料
水
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

き
る
飲
料
水
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
支
所
に
災
害
時
、決
定
権
者
派
遣
は

各
支
所
に
災
害
時
、決
定
権
者
派
遣
は

台
風
通
過
後
、民
生
委
員
は
担
当
す
る
方
々
に
水
・

台
風
通
過
後
、民
生
委
員
は
担
当
す
る
方
々
に
水
・

食
料
を
配
布
、区
は
、瓦
礫
倒
木
処
理
の
た
め
支
所

食
料
を
配
布
、区
は
、瓦
礫
倒
木
処
理
の
た
め
支
所

に
行
く
が
、全
て
本
庁
の
許
可
が
必
要
と
の
こ
と
で

に
行
く
が
、全
て
本
庁
の
許
可
が
必
要
と
の
こ
と
で

あ
る
。災
害
時
、迅
速
に
処
理
が
で
き
る
よ
う
支
所

あ
る
。災
害
時
、迅
速
に
処
理
が
で
き
る
よ
う
支
所

機
能
強
化
は
必
要
で
は
な
い
か
。

機
能
強
化
は
必
要
で
は
な
い
か
。

支
所
課
に
お
け
る
人
員
配
置
と
し
て
、令
和
２
年

支
所
課
に
お
け
る
人
員
配
置
と
し
て
、令
和
２
年

４
月
１
日
か
ら
、山
田
支
所
お
よ
び
栗
源
支
所
を
担

４
月
１
日
か
ら
、山
田
支
所
お
よ
び
栗
源
支
所
を
担

当
す
る
管
理
職
で
あ
る
副
参
事
を
１
名
配
置
し
て
い

当
す
る
管
理
職
で
あ
る
副
参
事
を
１
名
配
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、

ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
は
、

災
害
時
に
は
、

山
田
支
所
お

山
田
支
所
お

よ
び
栗
源
支

よ
び
栗
源
支

所
へ
応
援
職

所
へ
応
援
職

員
を
配
置
す

員
を
配
置
す

る
こ
と
と
し

る
こ
と
と
し

て
お
り
、
支

て
お
り
、
支

所
機
能
の
強

所
機
能
の
強

化
に
努
め
て

化
に
努
め
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

教
育
施
設
の
維
持
管
理
は

教
育
施
設
の
維
持
管
理
は

市
は
、駅
前
整
備
と
箱
物
に
予
算
を
組
む
が
、一

市
は
、駅
前
整
備
と
箱
物
に
予
算
を
組
む
が
、一

番
大
切
な
教
育
予
算
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

番
大
切
な
教
育
予
算
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

各
学
校
の
要
望
の
執
行
状
況
は
。

各
学
校
の
要
望
の
執
行
状
況
は
。

老
朽
化
に
伴
い
、年
々
補
修
箇
所
が
増
え
て
い
る

老
朽
化
に
伴
い
、年
々
補
修
箇
所
が
増
え
て
い
る

状
況
で
す
。修
繕
要
望
に
対
し
て
は
、限
ら
れ
た
予

状
況
で
す
。修
繕
要
望
に
対
し
て
は
、限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
優
先
順
位
を
つ
け
、緊
急
性
が
あ
る
も
の

算
の
中
で
優
先
順
位
を
つ
け
、緊
急
性
が
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、早
急
に
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、早
急
に
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

栗
源
小
学
校
体
育
館
の
雨
漏
り
の
原
因
と
修
理
は
。

栗
源
小
学
校
体
育
館
の
雨
漏
り
の
原
因
と
修
理
は
。

雨
漏
り
箇
所
の
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、外
壁
の
ヒ

雨
漏
り
箇
所
の
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、外
壁
の
ヒ

ビ
割
れ
箇
所
か
ら
体
育
館
２
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
雨

ビ
割
れ
箇
所
か
ら
体
育
館
２
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
雨

水
が
染
み
込
み
、そ
こ
か
ら
フ
ロ
ア
へ
流
れ
て
い
る

水
が
染
み
込
み
、そ
こ
か
ら
フ
ロ
ア
へ
流
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。そ
の
後
、体
育
館
外
壁

こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。そ
の
後
、体
育
館
外
壁

の
コ
ー
キ
ン
グ
工
事
を
実
施
し
、工
事
以
降
は
現
在

の
コ
ー
キ
ン
グ
工
事
を
実
施
し
、工
事
以
降
は
現
在

に
至
る
ま
で
雨
漏
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

に
至
る
ま
で
雨
漏
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

質問事項
◆災害時、市と地域の対応と連携
◆教育施設維持管理の状況

今
年
の
台
風
対
策
に
向
け
、

今
年
の
台
風
対
策
に
向
け
、

過
去
の
教
訓
で
対
応
策
の

過
去
の
教
訓
で
対
応
策
の

構
築
は

構
築
は

平野
和伯ひらの かずのり 議員

かとり市議会だより No.6611



山田児童館

い
く
つ
か
の
地
区
で
多
数
の
待
機
児
童
が
発
生
し

い
く
つ
か
の
地
区
で
多
数
の
待
機
児
童
が
発
生
し

て
い
る
が
ど
の
よ
う
な
対
処
を
考
え
て
い
る
か
。

て
い
る
が
ど
の
よ
う
な
対
処
を
考
え
て
い
る
か
。

保
護
者
の
声
を
受
け
４
月
中
旬
頃
か
ら
、特
に
待

保
護
者
の
声
を
受
け
４
月
中
旬
頃
か
ら
、特
に
待

機
児
童
の
多
い
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
解
消
を
検
討
し
、

機
児
童
の
多
い
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
解
消
を
検
討
し
、

山
田
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、教
室
拡
張
に
よ
り

山
田
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、教
室
拡
張
に
よ
り

対
応
し
ま
し
た
。小
見
川
中
央
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

対
応
し
ま
し
た
。小
見
川
中
央
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
は
、既
存
の
第
一
か
ら
第
四
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡

て
は
、既
存
の
第
一
か
ら
第
四
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡

張
に
よ
る
解
消
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、早
期
解

張
に
よ
る
解
消
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、早
期
解

消
に
向
け
新
た
な
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
を
検
討
し
て

消
に
向
け
新
た
な
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

山
田
児
童
館
は
建
築
か
ら

山
田
児
童
館
は
建
築
か
ら
3838
年
が
経
過
し
て
い
る
。

年
が
経
過
し
て
い
る
。

今
後
、施
設
の
老
朽
化
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

今
後
、施
設
の
老
朽
化
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
か
。

く
か
。

今
後
、山
田
小
学
校

今
後
、山
田
小
学
校

児
童
数
の
推
移
を
見
な

児
童
数
の
推
移
を
見
な

が
ら
、児
童
と
保
護
者

が
ら
、児
童
と
保
護
者

に
と
っ
て
よ
り
利
便
性

に
と
っ
て
よ
り
利
便
性

が
高
い
選
択
を
検
討
し

が
高
い
選
択
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま

て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
す
。

閉
校
後
跡
地
の
早
期
利
活
用
を

閉
校
後
跡
地
の
早
期
利
活
用
を

旧
八
都
第
二
小
学
校
、旧
小
見
川
南
小
学
校
が
プ

旧
八
都
第
二
小
学
校
、旧
小
見
川
南
小
学
校
が
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
公
募
対
象
に
な
っ
た
経
緯
は
。

ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
公
募
対
象
に
な
っ
た
経
緯
は
。

旧
小
見
川
南
小
学
校
に
つ
い
て
は
、提
案
内
容
が

旧
小
見
川
南
小
学
校
に
つ
い
て
は
、提
案
内
容
が

現
在
の
使
用
内
容
の
変
更
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、校

現
在
の
使
用
内
容
の
変
更
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、校

舎
の
一
部
か
ら
全
体
を
使
用
す
る
こ
と
、お
よ
び
貸

舎
の
一
部
か
ら
全
体
を
使
用
す
る
こ
と
、お
よ
び
貸

付
条
件
の
変
更
と
な
る
た
め
公
募
す
る
こ
と
と
な
り

付
条
件
の
変
更
と
な
る
た
め
公
募
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。旧
八
都
第
二
小
学
校
に
つ
い
て
は
、現
在
、

ま
し
た
。旧
八
都
第
二
小
学
校
に
つ
い
て
は
、現
在
、

３
事
業
者
か
ら
事
業
計
画
の
提
案
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

３
事
業
者
か
ら
事
業
計
画
の
提
案
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

応
募
機
会
の
平
等
を
図
り
積
極
的
な
応
募
が
期
待
で

応
募
機
会
の
平
等
を
図
り
積
極
的
な
応
募
が
期
待
で

き
る
た
め
公
募
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

き
る
た
め
公
募
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

他
の
物
件
に
は
何
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、ど

他
の
物
件
に
は
何
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

の
よ
う
な
内
容
か
。

令
和
３
年
度
中
の
問
い
合
わ
せ
件
数
は

令
和
３
年
度
中
の
問
い
合
わ
せ
件
数
は
1717
件
で
す
。

件
で
す
。

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、キ
ャ
ン

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、キ
ャ
ン

プ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
、野
菜
な
ど
の
地
場
産

プ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
、野
菜
な
ど
の
地
場
産

品
販
売
場
、食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
な
ど
で
す
。

品
販
売
場
、食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
な
ど
で
す
。

地
籍
調
査
の
重
要
性

地
籍
調
査
の
重
要
性

災
害
復
旧
が
早
く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

災
害
復
旧
が
早
く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

地
籍
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

地
籍
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

令
和
元
年
度
に
着
手
し
た
九
美
上
地
区
の
一
部
、

令
和
元
年
度
に
着
手
し
た
九
美
上
地
区
の
一
部
、

織
幡
、油
田
地
区
の
一
部
、令
和
２
年
度
に
着
手
し

織
幡
、油
田
地
区
の
一
部
、令
和
２
年
度
に
着
手
し

た
新
開
町
、住
金
団
地
の
合
計
８
地
区
に
お
い
て
調

た
新
開
町
、住
金
団
地
の
合
計
８
地
区
に
お
い
て
調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
元
年
度
に
調
査

査
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
元
年
度
に
調
査

を
開
始
し
た
範
囲
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
度
を
も

を
開
始
し
た
範
囲
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
度
を
も

っ
て
完
了
す
る
予
定
で
す
。

っ
て
完
了
す
る
予
定
で
す
。

旧
山
田
町
、旧
栗
源
町
は
完
了
し
て
い
る
が
、他

旧
山
田
町
、旧
栗
源
町
は
完
了
し
て
い
る
が
、他

地
区
の
今
後
の
予
定
は
。

地
区
の
今
後
の
予
定
は
。

小
見
川
地
区
に
つ
い
て
は
、現
在
、事
業
中
の
新

小
見
川
地
区
に
つ
い
て
は
、現
在
、事
業
中
の
新

開
町
や
住
金
団
地
を
進
め
た
後
に
、隣
接
す
る
八
日

開
町
や
住
金
団
地
を
進
め
た
後
に
、隣
接
す
る
八
日

市
場
地
区
を
計
画
し
て
い
ま
す
。佐
原
地
区
に
つ
い

市
場
地
区
を
計
画
し
て
い
ま
す
。佐
原
地
区
に
つ
い

て
は
、現
在
、事
業
中
の
九
美
上
の
一
部
地
区
を
進

て
は
、現
在
、事
業
中
の
九
美
上
の
一
部
地
区
を
進

め
た
後
に
、国
に
よ
り
官
民
境
界
調
査
が
実
施
さ
れ

め
た
後
に
、国
に
よ
り
官
民
境
界
調
査
が
実
施
さ
れ

た
粉
名
口
水
郷
町
地
区
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

た
粉
名
口
水
郷
町
地
区
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

質問事項
◆地籍調査の現状
◆閉校後跡地の利活用
◆放課後児童クラブの現状

成毛
伸吉

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

待
機
児
童
の
早
期
解
消
を

待
機
児
童
の
早
期
解
消
を なるけ のぶよし 議員

かとり市議会だより No.66 12



6月定例会  13人の議員が一般質問

給食の様子（小見川西小学校）

伊
藤
市
長
は
去
る
４
月

伊
藤
市
長
は
去
る
４
月
2424
日
の
香
取
市
長
選
挙
に

日
の
香
取
市
長
選
挙
に

お
い
て
、激
戦
を
制
し
て
念
願
の
香
取
市
長
に
就
任

お
い
て
、激
戦
を
制
し
て
念
願
の
香
取
市
長
に
就
任

さ
れ
た
。市
政
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
伊
藤
市
長
の

さ
れ
た
。市
政
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
伊
藤
市
長
の

基
本
理
念
と
基
本
方
針
は
。

基
本
理
念
と
基
本
方
針
は
。

本
年
４
月
か
ら
一
部
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
ま

本
年
４
月
か
ら
一
部
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
が
、こ
の
ま
ち
を
諦
め
な
い
と
の
理
念
の
下
、

し
た
が
、こ
の
ま
ち
を
諦
め
な
い
と
の
理
念
の
下
、

新
た
な
変
革
と
斬
新
な
政
策
を
も
っ
て
市
政
に
取
り

新
た
な
変
革
と
斬
新
な
政
策
を
も
っ
て
市
政
に
取
り

組
み
ま
す
。多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
に
耳
を

組
み
ま
す
。多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
に
耳
を

傾
け
、地
域
に
寄
り
添
う
政
治
を
基
本
と
し
、市
民

傾
け
、地
域
に
寄
り
添
う
政
治
を
基
本
と
し
、市
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
市
長
と
な
る
よ
う
努
め

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
市
長
と
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

主
な
政
策（
選
挙
公
約
）へ
の
対
応
は

主
な
政
策（
選
挙
公
約
）へ
の
対
応
は

伊
藤
市
長
の
最
大
の
選
挙
公
約
で
あ
る
給
食
費
の

伊
藤
市
長
の
最
大
の
選
挙
公
約
で
あ
る
給
食
費
の

無
償
化
へ
の
対
応
は
。

無
償
化
へ
の
対
応
は
。

財
源
確
保
を
鑑
み
な
が
ら
、段
階
的
に
導
入
を
し

財
源
確
保
を
鑑
み
な
が
ら
、段
階
的
に
導
入
を
し

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

ま
ず
、
中
学

ま
ず
、
中
学

３
年
生
か
ら

３
年
生
か
ら

無
償
化
に
取

無
償
化
に
取

り
組
み
、
早

り
組
み
、
早

い
段
階
で
の

い
段
階
で
の

完
全
無
償
化

完
全
無
償
化

の
導
入
を
目

の
導
入
を
目

指
し
た
い
と

指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま

考
え
て
い
ま

す
。
す
。

香
取
市
に
お
い
て
も
近
年
、少
子
高
齢
化
時
代
が

香
取
市
に
お
い
て
も
近
年
、少
子
高
齢
化
時
代
が

到
来
し
て
い
る
。人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
助
成
へ

到
来
し
て
い
る
。人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
助
成
へ

の
対
応
は
。

の
対
応
は
。

健
康
寿
命
の
観
点
か
ら
も
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

健
康
寿
命
の
観
点
か
ら
も
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、財
源
確
保
を
含
め
、担
当
課
と
協
議
し

え
て
お
り
、財
源
確
保
を
含
め
、担
当
課
と
協
議
し

な
が
ら
助
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

な
が
ら
助
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

香
取
市
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
る
。水
稲
飼
料

香
取
市
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
る
。水
稲
飼
料

用
米
の
助
成
へ
の
対
応
は
。

用
米
の
助
成
へ
の
対
応
は
。

周
辺
市
町
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、財
源
確
保

周
辺
市
町
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、財
源
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

香
取
市
に
お
い
て
現
在
、無
風
状
態
と
な
っ
て
い

香
取
市
に
お
い
て
現
在
、無
風
状
態
と
な
っ
て
い

る
再
生
土
規
制
に
係
る
条
例
制
定
が
急
務
と
思
え
る

る
再
生
土
規
制
に
係
る
条
例
制
定
が
急
務
と
思
え
る

が
そ
の
対
応
は
。

が
そ
の
対
応
は
。

再
生
土
に
係
る
条
例
に
つ
い
て
は
、近
隣
市
町
の

再
生
土
に
係
る
条
例
に
つ
い
て
は
、近
隣
市
町
の

条
例
な
ど
を
参
考
と
し
、再
生
土
の
香
取
市
へ
の
持

条
例
な
ど
を
参
考
と
し
、再
生
土
の
香
取
市
へ
の
持

ち
込
み
禁
止
を
含
め
た
条
例
制
定
を
早
急
に
進
め
て

ち
込
み
禁
止
を
含
め
た
条
例
制
定
を
早
急
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

喫
緊
を
要
す
る
重
要
課
題
へ
の
対
応
は

喫
緊
を
要
す
る
重
要
課
題
へ
の
対
応
は

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
や
市
役
所
脇
へ
誘
致
す
る
産

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
や
市
役
所
脇
へ
誘
致
す
る
産

婦
人
科
へ
の
対
応
は
。

婦
人
科
へ
の
対
応
は
。

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、よ
り
よ
い
環

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、よ
り
よ
い
環

境
で
成
長
す
る
こ
と
を
第
一
と
考
え
、清
水
福
祉
会

境
で
成
長
す
る
こ
と
を
第
一
と
考
え
、清
水
福
祉
会

と
の
間
で
連
携
を
密
に
し
、共
に
よ
り
よ
い
こ
ど
も

と
の
間
で
連
携
を
密
に
し
、共
に
よ
り
よ
い
こ
ど
も

園
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

園
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

産
婦
人
科
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、円
滑
な
開
設

産
婦
人
科
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、円
滑
な
開
設

と
安
定
し
た
運
営
に
向
け
た
支
援
を
引
き
続
き
行
っ

と
安
定
し
た
運
営
に
向
け
た
支
援
を
引
き
続
き
行
っ

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

質問事項
◆市長の政治姿勢
◆前市長の退任時の状況
◆前市長の異常なる退任に係る市長のコメント

伊
藤
市
長
の

伊
藤
市
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

政
治
姿
勢
に
つ
い
て高木

寛たかぎ ひろし 議員

かとり市議会だより No.6613



一部改修を行い学童保育として
開設予定の津宮幼稚園

３
月
議
会
に
お
い
て

３
月
議
会
に
お
い
て
1
2
0
0

1
2
0
0
名
を
超
え
る
請

名
を
超
え
る
請

願
が
採
択
さ
れ
共
働
き
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
切
実
な

願
が
採
択
さ
れ
共
働
き
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
切
実
な

願
い
が
香
取
市
議
会
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。地
域
住

願
い
が
香
取
市
議
会
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。地
域
住

民
の
声
、学
童
保
育
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
受
け

民
の
声
、学
童
保
育
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。

止
め
て
い
る
か
。

令
和
４
年
２
月
９
日
、１

令
和
４
年
２
月
９
日
、１
2
0
0

2
0
0
名
を
超
え
る
市

名
を
超
え
る
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
水
の
郷
小
学
校
区
へ
の
放
課
後
児

民
の
皆
さ
ん
か
ら
水
の
郷
小
学
校
区
へ
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
設
置
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
、令

童
ク
ラ
ブ
の
設
置
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
、令

和
４
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
に

和
４
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、市
と
し
て
も
大
変
重
く
受
け
と
め
て
い
る

つ
い
て
、市
と
し
て
も
大
変
重
く
受
け
と
め
て
い
る

次
第
で
す
。こ
れ
ま
で
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

次
第
で
す
。こ
れ
ま
で
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

４
月
以
降
多
数
の
待
機
児
童
が
発
生
し
た
小
見
川
中

４
月
以
降
多
数
の
待
機
児
童
が
発
生
し
た
小
見
川
中

央
児
童
ク
ラ
ブ
、山
田
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
対
応
と
、

央
児
童
ク
ラ
ブ
、山
田
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
対
応
と
、

併
せ
て
水
の
郷
小
学
校
区
へ
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

併
せ
て
水
の
郷
小
学
校
区
へ
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

開
設
を
早
期
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
設
を
早
期
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

津
宮
幼
稚
園
跡
地
の
活
用
を

津
宮
幼
稚
園
跡
地
の
活
用
を

学
童
保
育
は
小
学
校
の
中
に
作
ら
れ
る
の
が
一
番

学
童
保
育
は
小
学
校
の
中
に
作
ら
れ
る
の
が
一
番

理
想
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、津
宮
地
区
に
幼
稚
園

理
想
な
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、津
宮
地
区
に
幼
稚
園

が
使
わ
れ
ず
に
空
い
て
い
ま
す
の
で
、当
面
こ
の
幼

が
使
わ
れ
ず
に
空
い
て
い
ま
す
の
で
、当
面
こ
の
幼

稚
園
を
学
童
保
育
と

稚
園
を
学
童
保
育
と

し
て
活
用
し
て
い
た

し
て
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

だ
き
た
い
。

現
時
点
に
お
い
て

現
時
点
に
お
い
て

水
の
郷
小
学
校
区
内

水
の
郷
小
学
校
区
内

に
空
き
ス
ペ
ー
ス
が

に
空
き
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
で
き
な
い
こ
と

確
保
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、早
期
に
児
童

か
ら
、早
期
に
児
童

ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る

ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る

た
め
に
は
、津
宮
幼

た
め
に
は
、津
宮
幼

稚
園
に
一
部
改
修
を
行
っ
た
上
で
、開
設
す
る
こ
と

稚
園
に
一
部
改
修
を
行
っ
た
上
で
、開
設
す
る
こ
と

が
現
実
的
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

が
現
実
的
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
一
部
改
修
が
必
要
か
。

ど
の
よ
う
な
一
部
改
修
が
必
要
か
。

津
宮
幼
稚
園
を
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
使
用
す
る
た

津
宮
幼
稚
園
を
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
使
用
す
る
た

め
に
は
、ト
イ
レ
を
男
女
別
に
区
切
る
な
ど
の
改
修

め
に
は
、ト
イ
レ
を
男
女
別
に
区
切
る
な
ど
の
改
修

が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、香
取
地
区
か
ら
の
送

が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、香
取
地
区
か
ら
の
送

迎
車
両
の
乗
り
降
り
や
保
護
者
の
送
迎
を
考
慮
す
る

迎
車
両
の
乗
り
降
り
や
保
護
者
の
送
迎
を
考
慮
す
る

と
、敷
地
内
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
こ
と

と
、敷
地
内
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、一
部
遊
具
の
撤
去
な
ど
園
庭
の
改
修
工
事
を

か
ら
、一
部
遊
具
の
撤
去
な
ど
園
庭
の
改
修
工
事
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

香
取
小
も
含
め
て
水
の
郷
小
学
校
区
の
津
宮
幼
稚

香
取
小
も
含
め
て
水
の
郷
小
学
校
区
の
津
宮
幼
稚

園
を
活
用
し
て
は
。

園
を
活
用
し
て
は
。

新
た
に
津
宮
幼
稚
園
内
に
開
設
す
る
放
課
後
児
童

新
た
に
津
宮
幼
稚
園
内
に
開
設
す
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
入
所
児
童
は
、佐
原
第
五
児
童
ク
ラ
ブ
に

ク
ラ
ブ
の
入
所
児
童
は
、佐
原
第
五
児
童
ク
ラ
ブ
に

通
っ
て
い
る
水
の
郷
小
学
校
の
児
童

通
っ
て
い
る
水
の
郷
小
学
校
の
児
童
1717
名
と
香
取
小

名
と
香
取
小

学
校
の
児
童
８
名
、合
わ
せ
て

学
校
の
児
童
８
名
、合
わ
せ
て
2525
名
を
予
定
し
て
い

名
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

夏
休
み
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
に

夏
休
み
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
に

学
童
保
育
が
共
働
き
家
庭
、ひ
と
り
親
家
庭
に
必

学
童
保
育
が
共
働
き
家
庭
、ひ
と
り
親
家
庭
に
必

要
な
の
は
長
期
休
暇
で
当
面
夏
休
み
で
す
。親
の
勤

要
な
の
は
長
期
休
暇
で
当
面
夏
休
み
で
す
。親
の
勤

務
時
間
と
子
ど
も
の
学
童
の
ス
タ
ー
ト
の
時
間
が
ほ

務
時
間
と
子
ど
も
の
学
童
の
ス
タ
ー
ト
の
時
間
が
ほ

ぼ
同
じ
で
す
か
ら
、出
勤
前
に
送
っ
て
行
く
の
が
非

ぼ
同
じ
で
す
か
ら
、出
勤
前
に
送
っ
て
行
く
の
が
非

常
に
難
し
い
。夏
休
み
か
ら
始
め
ら
れ
る
よ
う
お
願

常
に
難
し
い
。夏
休
み
か
ら
始
め
ら
れ
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

い
し
た
い
。

資
材
の
調
達
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、準
備
が
整

資
材
の
調
達
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、準
備
が
整

い
次
第
、早
期
開
設
を
目
指
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

い
次
第
、早
期
開
設
を
目
指
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

質問事項
◆水の郷小学童保育（放課後児童クラブ）の設置
◆こども園
◆産婦人科
◆一般廃棄物処理
◆学校統廃合

久保木宗一

水
の
郷
小
学
校
区
に

水
の
郷
小
学
校
区
に

学
童
保
育

学
童
保
育

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）を

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）を

くぼき そういち 議員

かとり市議会だより No.66 14



6月定例会  13人の議員が一般質問

部活動の様子

い
か
に
し
て
給
食
費
無
償
化
を
進
め
て
い
く
か
。

い
か
に
し
て
給
食
費
無
償
化
を
進
め
て
い
く
か
。

一
部
無
償
化
を
段
階
的
に
拡
大
さ
せ
な
が
ら
、最

一
部
無
償
化
を
段
階
的
に
拡
大
さ
せ
な
が
ら
、最

終
的
に
は
完
全
無
償
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

終
的
に
は
完
全
無
償
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、財
源
の
継
続
的
、安
定
的
な
確
保
に
努
め
、

え
て
お
り
、財
源
の
継
続
的
、安
定
的
な
確
保
に
努
め
、

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
の
無
償
譲
渡
の
件
、市
内
で

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
の
無
償
譲
渡
の
件
、市
内
で

の
情
勢
を
苦
に
し
て
清
水
福
祉
会
の
撤
退
の
心
配
は
。

の
情
勢
を
苦
に
し
て
清
水
福
祉
会
の
撤
退
の
心
配
は
。

既
に
既
に
2020
年
間
に
お
よ
ぶ
協
定
を
締
結
し
、そ
の
間

年
間
に
お
よ
ぶ
協
定
を
締
結
し
、そ
の
間

の
運
営
を
お
約
束
い
た
だ
い
て
お
り
、清
水
福
祉
会

の
運
営
を
お
約
束
い
た
だ
い
て
お
り
、清
水
福
祉
会

が
撤
退
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

が
撤
退
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
と
し
て
は
運
営
法
人
と
連
携
を
密
に
し
、よ
り
良

市
と
し
て
は
運
営
法
人
と
連
携
を
密
に
し
、よ
り
良

い
お
み
が
わ
こ
ど
も
園
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

い
お
み
が
わ
こ
ど
も
園
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

勧
奨
に
よ
る

勧
奨
に
よ
る

早
期
退
職
制
度
の
活
用
を

早
期
退
職
制
度
の
活
用
を

早
期
退
職
者
に
対
す
る
退
職
金
を
も
っ
と
手
厚
く

早
期
退
職
者
に
対
す
る
退
職
金
を
も
っ
と
手
厚
く

で
き
な
い
か
。

で
き
な
い
か
。

退
職
手
当
の
支
給
率
な
ど
に
つ
い
て
は
、千
葉
県

退
職
手
当
の
支
給
率
な
ど
に
つ
い
て
は
、千
葉
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、退
職
手
当
制
度
な
ど
に
つ
い
て
は
、国

い
る
こ
と
、退
職
手
当
制
度
な
ど
に
つ
い
て
は
、国

家
公
務
員
に
準
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
、地
方
公
務

家
公
務
員
に
準
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
、地
方
公
務

員
法
の
趣
旨
か
ら
も
市
独
自
に
上
乗
せ
を
行
う
こ
と

員
法
の
趣
旨
か
ら
も
市
独
自
に
上
乗
せ
を
行
う
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

再
任
用
職
員
や
早
期
退
職
者
で
構
成
す
る
お
年
寄

再
任
用
職
員
や
早
期
退
職
者
で
構
成
す
る
お
年
寄

り
世
帯
を
見
回
る
課
を
設
置
で
き
な
い
か
。

り
世
帯
を
見
回
る
課
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市
に
お
い
て
は
、現
在
、香
取
市
見
守
り
ネ
ッ
ト

市
に
お
い
て
は
、現
在
、香
取
市
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
と
し
て
、民
生
委
員
を
は
じ
め
関
係
機

ワ
ー
ク
事
業
と
し
て
、民
生
委
員
を
は
じ
め
関
係
機

稚
園
に
一
部
改
修
を
行
っ
た
上
で
、開
設
す
る
こ
と

が
現
実
的
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
一
部
改
修
が
必
要
か
。

津
宮
幼
稚
園
を
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
使
用
す
る
た

め
に
は
、ト
イ
レ
を
男
女
別
に
区
切
る
な
ど
の
改
修

が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、香
取
地
区
か
ら
の
送

迎
車
両
の
乗
り
降
り
や
保
護
者
の
送
迎
を
考
慮
す
る

と
、敷
地
内
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、一
部
遊
具
の
撤
去
な
ど
園
庭
の
改
修
工
事
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

香
取
小
も
含
め
て
水
の
郷
小
学
校
区
の
津
宮
幼
稚

園
を
活
用
し
て
は
。

新
た
に
津
宮
幼
稚
園
内
に
開
設
す
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
入
所
児
童
は
、佐
原
第
五
児
童
ク
ラ
ブ
に

通
っ
て
い
る
水
の
郷
小
学
校
の
児
童
17
名
と
香
取
小

学
校
の
児
童
８
名
、合
わ
せ
て
25
名
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

夏
休
み
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
に

学
童
保
育
が
共
働
き
家
庭
、ひ
と
り
親
家
庭
に
必

要
な
の
は
長
期
休
暇
で
当
面
夏
休
み
で
す
。親
の
勤

務
時
間
と
子
ど
も
の
学
童
の
ス
タ
ー
ト
の
時
間
が
ほ

ぼ
同
じ
で
す
か
ら
、出
勤
前
に
送
っ
て
行
く
の
が
非

常
に
難
し
い
。夏
休
み
か
ら
始
め
ら
れ
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

資
材
の
調
達
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、準
備
が
整

い
次
第
、早
期
開
設
を
目
指
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

関
や
事
業
者
の

関
や
事
業
者
の

協
力
を
得
て
事

協
力
を
得
て
事

業
を
実
施
し
て

業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
既
に

い
ま
す
。
既
に

地
域
で
、良
い

地
域
で
、良
い

形
で
見
守
り
が

形
で
見
守
り
が

行
わ
れ
て
お
り
、

行
わ
れ
て
お
り
、

現
在
の
形
を
地

現
在
の
形
を
地

域
の
皆
さ
ん
で

域
の
皆
さ
ん
で

育
て
て
い
く
こ

育
て
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ

と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

る
と
考
え
ま
す
。

 

休
日
部
活
動
指
導
の
地
域
移
行
を

休
日
部
活
動
指
導
の
地
域
移
行
を

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
進
め
る
休
日
部
活
動
指
導
を
ス
ポ

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
進
め
る
休
日
部
活
動
指
導
を
ス
ポ

ー
ツ
団
体
な
ど
へ
委
ね
る
地
域
移
行
は
、

ー
ツ
団
体
な
ど
へ
委
ね
る
地
域
移
行
は
、2
0
2
3

〜
2525
年
度
の
達
成
を
目
指
す
と
の
事
だ
が
、教
員
の

年
度
の
達
成
を
目
指
す
と
の
事
だ
が
、教
員
の

皆
様
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、実
現
に
向
け

皆
様
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、実
現
に
向
け

た
香
取
市
の
見
通
し
は
。

た
香
取
市
の
見
通
し
は
。

指
導
者
の
確
保
な
ど
に
向
け
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
や

指
導
者
の
確
保
な
ど
に
向
け
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
や

学
校
関
係
者
、保
護
者
の
代
表
者
な
ど
と
と
も
に
協

学
校
関
係
者
、保
護
者
の
代
表
者
な
ど
と
と
も
に
協

議
会
を
設
置
し
、連
携
し
な
が
ら
指
導
者
の
確
保
な

議
会
を
設
置
し
、連
携
し
な
が
ら
指
導
者
の
確
保
な

ど
休
日
の
部
活
動
指
導
を
地
域
へ
移
行
す
る
準
備
を

ど
休
日
の
部
活
動
指
導
を
地
域
へ
移
行
す
る
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、活
動
計
画
の
作
成
な
ど

進
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、活
動
計
画
の
作
成
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、引
き
続
き
関
係
団
体
と
連
携
し
な

の
課
題
が
あ
り
、引
き
続
き
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、令
和
８
年
度
か
ら
の
完
全
実
施
を
目
指
し
て

が
ら
、令
和
８
年
度
か
ら
の
完
全
実
施
を
目
指
し
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質問事項
◆市長の公約
◆複合公共施設
◆早期退職制度の活用
◆お年寄りの見守り
◆コロナ禍の学校生活

公
約
の
給
食
費
無
償
化
は

公
約
の
給
食
費
無
償
化
は

実
現
可
能
か

実
現
可
能
か

千年
正浩ちとせ まさひろ 議員

かとり市議会だより No.6615



栗源支所

山田支所

昨
年
、山
田
地
区
へ
不
法
投
棄
さ
れ
た
産
業
廃
棄

昨
年
、山
田
地
区
へ
不
法
投
棄
さ
れ
た
産
業
廃
棄

物
の
特
定
は
さ
れ
ま
し
た
か
。９
カ
月
も
経
過
し
て

物
の
特
定
は
さ
れ
ま
し
た
か
。９
カ
月
も
経
過
し
て

い
る
の
に
、本
気
で
行
政
指
導
し
て
い
る
と
は
思
え

い
る
の
に
、本
気
で
行
政
指
導
し
て
い
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

指
導
票
に
対
す
る
報
告
書
の
提
出
を
行
い
搬
入
物

指
導
票
に
対
す
る
報
告
書
の
提
出
を
行
い
搬
入
物

の
撤
去
を
含
め
行
為
者
に
対
し
指
導
し
て
い
る
が
、

の
撤
去
を
含
め
行
為
者
に
対
し
指
導
し
て
い
る
が
、

報
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、特
定
は
で
き
て
い

報
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、特
定
は
で
き
て
い

な
い
状
況
で
す
。

な
い
状
況
で
す
。

再
生
土
・
残
土
埋
め
立
て
処
分
場
の
規
制
は
待
っ

再
生
土
・
残
土
埋
め
立
て
処
分
場
の
規
制
は
待
っ

た
な
し
で
す
。規
制
条
例
制
定
の
方
針
は
。

た
な
し
で
す
。規
制
条
例
制
定
の
方
針
は
。

再
生
土
に
係
る
条
例
に
つ
い
て
は
、近
隣
市
町
の

再
生
土
に
係
る
条
例
に
つ
い
て
は
、近
隣
市
町
の

条
例
な
ど
を
参
考
と
し
、再
生
土
の
香
取
市
へ
の
持

条
例
な
ど
を
参
考
と
し
、再
生
土
の
香
取
市
へ
の
持

ち
込
み
禁
止
を
含
め
た
条
例
制
定
を
早
急
に
進
め
て

ち
込
み
禁
止
を
含
め
た
条
例
制
定
を
早
急
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

 

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
早
急
に

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
早
急
に

学
校
給
食
の
無
償
化
は
、完
全
無
償
化
が
県
内
８

学
校
給
食
の
無
償
化
は
、完
全
無
償
化
が
県
内
８

自
治
体
あ
り
ま
す
。香
取
市
で
も
今
年
度
中
に
、小

自
治
体
あ
り
ま
す
。香
取
市
で
も
今
年
度
中
に
、小

学
６
年
生
、中
学
３
年
生
を
対
象
に
開
始
す
べ
き
で

学
６
年
生
、中
学
３
年
生
を
対
象
に
開
始
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

財
源
確
保
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

財
源
確
保
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。な
お
、実
施
に
当
た
り
給
食
費
シ
ス
テ
ム
の
改

す
。な
お
、実
施
に
当
た
り
給
食
費
シ
ス
テ
ム
の
改

修
に
約
３
カ
月
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

修
に
約
３
カ
月
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

政
府
の
進
め
る
コ
メ
政
策
は
、農
業
振
興
と
真
逆

政
府
の
進
め
る
コ
メ
政
策
は
、農
業
振
興
と
真
逆

で
す
。肥
料
な
ど
の
高
騰
で
農
業
が
つ
ぶ
れ
ま
す
。

で
す
。肥
料
な
ど
の
高
騰
で
農
業
が
つ
ぶ
れ
ま
す
。

国
に
し
っ
か
り
意
見
を
言
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

国
に
し
っ
か
り
意
見
を
言
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
か
。農

業
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
危
機
的
な
状
況

農
業
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
危
機
的
な
状
況

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。生
産
者
の
立
場
に
立
ち
、

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。生
産
者
の
立
場
に
立
ち
、

市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
施
策
に
つ
い
て
国
・
県
と
意

市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
施
策
に
つ
い
て
国
・
県
と
意

見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

政
府
は
合
併
し
た
市
町
村
へ
、支
所
機
能
の
低
下

政
府
は
合
併
し
た
市
町
村
へ
、支
所
機
能
の
低
下

を
招
か
な
い
た
め
に
交
付
税
措
置
を
し
て
い
ま
す
。

を
招
か
な
い
た
め
に
交
付
税
措
置
を
し
て
い
ま
す
。

支
所
機
能
を
も
と
に
戻
し
て
は
い
か
が
か
。

支
所
機
能
を
も
と
に
戻
し
て
は
い
か
が
か
。

Ｉ
Ｔ
の
最
新
技
術
を
導
入
し
な
が
ら
、支
所
で
扱

Ｉ
Ｔ
の
最
新
技
術
を
導
入
し
な
が
ら
、支
所
で
扱

え
る
項
目
を
以
前
の
よ
う
に
少
し
で
も
取
り
戻
せ
る

え
る
項
目
を
以
前
の
よ
う
に
少
し
で
も
取
り
戻
せ
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質問事項
◆山田地区の産業廃棄物等の不法投棄
◆学校給食費の無償化に向けた取り組み
◆農業振興に対する市長の基本的な方針
◆山田支所・栗源支所の取り扱い業務の見直し

宇井
正一

残
土
・
再
生
土
禁
止
条
例

残
土
・
再
生
土
禁
止
条
例

の
制
定
を
急
い
で

の
制
定
を
急
い
で

うい しょういち 議員

かとり市議会だより No.66 16



6月定例会  13人の議員が一般質問

佐原駅小見川駅

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
の
か
。

し
て
い
る
の
か
。

帯
状
疱
疹
は
、加
齢
な
ど
に
よ
る
免
疫
力
の
低
下

帯
状
疱
疹
は
、加
齢
な
ど
に
よ
る
免
疫
力
の
低
下

に
よ
り
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
さ
れ
て
お
り
、ワ

に
よ
り
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
さ
れ
て
お
り
、ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
予
防
し
、発
症
や
重
症
化
を
抑

ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
予
防
し
、発
症
や
重
症
化
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考

え
ま
す
。全
体
の
健
康
レ
ベ
ル
を
高
め
る
観
点
か
ら

え
ま
す
。全
体
の
健
康
レ
ベ
ル
を
高
め
る
観
点
か
ら

も
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
活
用
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も

も
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
活
用
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
周
知
と
接
種
の
推
進
は
な

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
周
知
と
接
種
の
推
進
は
な

さ
れ
て
い
る
か
。

さ
れ
て
い
る
か
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
行
っ
て
い
ま
せ

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。現
在
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
や
運
動

ん
。現
在
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
や
運
動

不
足
な
ど
に
よ
り
免
疫
力
が
下
が
り
、帯
状
疱
疹
の

不
足
な
ど
に
よ
り
免
疫
力
が
下
が
り
、帯
状
疱
疹
の

罹
患
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。今
後
、

罹
患
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。今
後
、

帯
状
疱
疹
の
特
性
や
予
防
接
種
な
ど
に
つ
い
て
周
知

帯
状
疱
疹
の
特
性
や
予
防
接
種
な
ど
に
つ
い
て
周
知

方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
健
康
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、帯
状
疱

市
民
の
健
康
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
は
。

解
は
。

国
の
動
向
に
注
視
す
る
と
と
も
に
、市
と
し
て
は
、

国
の
動
向
に
注
視
す
る
と
と
も
に
、市
と
し
て
は
、

先
進
事
例
な
ど
を
研
究
し
、ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助

先
進
事
例
な
ど
を
研
究
し
、ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助

成
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

成
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

定
住
促
進
の
為
の

定
住
促
進
の
為
の

公
共
交
通
網
形
成
計
画
推
進
を

公
共
交
通
網
形
成
計
画
推
進
を

令
和
３
年
度
に
お
け
る
計
画
の
進
捗
状
況
、担
当
部

令
和
３
年
度
に
お
け
る
計
画
の
進
捗
状
況
、担
当
部

署
に
よ
る
改
善
点
、修
正
点
な
ど
を
含
ん
だ
評
価
は
。

署
に
よ
る
改
善
点
、修
正
点
な
ど
を
含
ん
だ
評
価
は
。

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。生
産
者
の
立
場
に
立
ち
、

市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
施
策
に
つ
い
て
国
・
県
と
意

見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

政
府
は
合
併
し
た
市
町
村
へ
、支
所
機
能
の
低
下

を
招
か
な
い
た
め
に
交
付
税
措
置
を
し
て
い
ま
す
。

支
所
機
能
を
も
と
に
戻
し
て
は
い
か
が
か
。

Ｉ
Ｔ
の
最
新
技
術
を
導
入
し
な
が
ら
、支
所
で
扱

え
る
項
目
を
以
前
の
よ
う
に
少
し
で
も
取
り
戻
せ
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

令
和
３
年

令
和
３
年
1010
月
に
循
環
バ
ス
の
再
編
を
実
施
し
、

月
に
循
環
バ
ス
の
再
編
を
実
施
し
、

各
ル
ー
ト
の
路
線
見
直
し
に
よ
る
運
行
の
効
率
化
お

各
ル
ー
ト
の
路
線
見
直
し
に
よ
る
運
行
の
効
率
化
お

よ
び
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。今
後
、

よ
び
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。今
後
、

関
係
機
関
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
、適
宜
、よ
り
利

関
係
機
関
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
、適
宜
、よ
り
利

用
し
や
す
く
利
用
者
の
増
等
に
つ
な
が
る
公
共
交
通

用
し
や
す
く
利
用
者
の
増
等
に
つ
な
が
る
公
共
交
通

施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
長
公
約
に
お
け
る
小
見
川
大
橋
の
架
け
替
え
、

市
長
公
約
に
お
け
る
小
見
川
大
橋
の
架
け
替
え
、

４
車
線
化
に
つ
い
て
の
具
体
策
は
。

４
車
線
化
に
つ
い
て
の
具
体
策
は
。

市
と
し
て
は
、沿
線
の
市
町
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

市
と
し
て
は
、沿
線
の
市
町
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

一
般
国
道
３
５
６
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
並
び
に
県

一
般
国
道
３
５
６
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
並
び
に
県

道
成
田
小
見
川
鹿
島
港
線
整
備
促
進
協
議
会
を
通
じ

道
成
田
小
見
川
鹿
島
港
線
整
備
促
進
協
議
会
を
通
じ

て
渋
滞
緩
和
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
渋
滞
緩
和
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

鉄
道
の
現
状
と
今

鉄
道
の
現
状
と
今

後
の
公
共
交
通
と
し

後
の
公
共
交
通
と
し

て
の
位
置
付
け
は
。

て
の
位
置
付
け
は
。

佐
原
駅
お
よ
び
小

佐
原
駅
お
よ
び
小

見
川
駅
の
１
日
当
た

見
川
駅
の
１
日
当
た

り
の
平
均
乗
車
人
員

り
の
平
均
乗
車
人
員

は
、両
駅
と
も
に
大

は
、両
駅
と
も
に
大

幅
な
減
と
な
っ
て
い

幅
な
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
鉄
道
は
、
都

ま
す
。
鉄
道
は
、
都

市
間
ア
ク
セ
ス
の
役

市
間
ア
ク
セ
ス
の
役

割
を
担
う
も
の
で
、

割
を
担
う
も
の
で
、

輸
送
力
や
定
時
性
に

輸
送
力
や
定
時
性
に

優
れ
た
重
要
な
公
共

優
れ
た
重
要
な
公
共

交
通
イ
ン
フ
ラ
で
あ

交
通
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま

る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
す
。

質問事項
◆帯状疱疹ワクチン
◆市のインフラ整備

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

推
進
で「
未
病
長
寿
の
街
」

推
進
で「
未
病
長
寿
の
街
」

の
創
生
を

の
創
生
を

辻
達広つじ たつひろ 議員

かとり市議会だより No.6617



おみがわこども園

当
初
当
初
1313
カ
所
の
候
補
地
が
選
定
委
員
会
で
４
カ
所

カ
所
の
候
補
地
が
選
定
委
員
会
で
４
カ
所

に
絞
ら
れ
た
後
、１
カ
所
に
決
定
さ
れ
た
経
緯
は
。

に
絞
ら
れ
た
後
、１
カ
所
に
決
定
さ
れ
た
経
緯
は
。

４
カ
所
の
う
ち
構
成
市
町
長
会
議
を
開
催
し
、実

４
カ
所
の
う
ち
構
成
市
町
長
会
議
を
開
催
し
、実

現
可
能
性
等
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、１
カ
所

現
可
能
性
等
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、１
カ
所

に
候
補
地
を
選
定
し
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

に
候
補
地
を
選
定
し
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
５
月
に
構
成
市
町
長
、６
月
に
組
合
議

令
和
３
年
５
月
に
構
成
市
町
長
、６
月
に
組
合
議

会
に
報
告
さ
れ
た
時
点
で
は

会
に
報
告
さ
れ
た
時
点
で
は
1515
地
権
者
が
い
た
が
、

地
権
者
が
い
た
が
、

そ
の
後
短
期
間
に
所
有
者
が
激
し
く
変
わ
り
、更
に

そ
の
後
短
期
間
に
所
有
者
が
激
し
く
変
わ
り
、更
に

現
在
残
土
の
埋
め
立
て
中
。そ
の
よ
う
な
土
地
を
公

現
在
残
土
の
埋
め
立
て
中
。そ
の
よ
う
な
土
地
を
公

共
施
設
建
設
の
第
一
候
補
に
選
定
す
る
こ
と
に
問
題

共
施
設
建
設
の
第
一
候
補
に
選
定
す
る
こ
と
に
問
題

は
な
い
か
。

は
な
い
か
。

地
質
調
査
業
務
、環
境
影
響
評
価
な
ど
施
設
建
設

地
質
調
査
業
務
、環
境
影
響
評
価
な
ど
施
設
建
設

に
係
る
各
種
手
続
が
全
て
完
了
し
た
後
に
、用
地
の

に
係
る
各
種
手
続
が
全
て
完
了
し
た
後
に
、用
地
の

購
入
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。ま
た
、他

購
入
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。ま
た
、他

の
候
補
地
と
比
較
し
実
現
可
能
性
の
観
点
か
ら
検
討

の
候
補
地
と
比
較
し
実
現
可
能
性
の
観
点
か
ら
検
討

し
た
結
果
、伊
地
山
地
区
の
候
補
地
を
最
適
地
と
し

し
た
結
果
、伊
地
山
地
区
の
候
補
地
を
最
適
地
と
し

た
と
の
こ
と
で
す
。

た
と
の
こ
と
で
す
。

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
の
運
営
に

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
の
運
営
に

問
題
は
な
い
か

問
題
は
な
い
か

昨
年
の
保
護
者
説
明
会
で
、当
時
の
市
当
局
は「
保

昨
年
の
保
護
者
説
明
会
で
、当
時
の
市
当
局
は「
保

育
士
の
人
数
を
基
準
よ
り
多
く
配
置
す
る
場
合
に
補

育
士
の
人
数
を
基
準
よ
り
多
く
配
置
す
る
場
合
に
補

助
が
出
る
の
で
民
間
の
方
が
手
厚
い
保
育
士
の
配
置

助
が
出
る
の
で
民
間
の
方
が
手
厚
い
保
育
士
の
配
置

が
可
能
」と
言
っ
て
い
る
が
実
際
は
ど
う
か
。

が
可
能
」と
言
っ
て
い
る
が
実
際
は
ど
う
か
。

清
水
福
祉
会
の
運
営
方
針
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

清
水
福
祉
会
の
運
営
方
針
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

園
と
し
て
は
十
分
な
保
育
士
を
確
保
し
て
い
る
も
の

園
と
し
て
は
十
分
な
保
育
士
を
確
保
し
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

活
発
な
子
ど
も
た
ち
の
動
き
に
目
が
届
か
な
い
と

活
発
な
子
ど
も
た
ち
の
動
き
に
目
が
届
か
な
い
と

か
、け
が
を
し
た
場
合
に
保
護
者
へ
の
説
明
が
不
十

か
、け
が
を
し
た
場
合
に
保
護
者
へ
の
説
明
が
不
十

分
。市
が
も
っ
と
連
携
を
強
め
て
、責
任
あ
る
子
育

分
。市
が
も
っ
と
連
携
を
強
め
て
、責
任
あ
る
子
育

て
支
援
が
で
き
な
い
か
。

て
支
援
が
で
き
な
い
か
。

令
和
４
年
度
は
移
行
初
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

令
和
４
年
度
は
移
行
初
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

月
１
回
程
度
の
定
期
連
絡
会
議
を
開
催
予
定
で
す
。

月
１
回
程
度
の
定
期
連
絡
会
議
を
開
催
予
定
で
す
。

ま
た
、保
護
者
か
ら
の
ご
意
見
や
苦
情
な
ど
に
つ
い

ま
た
、保
護
者
か
ら
の
ご
意
見
や
苦
情
な
ど
に
つ
い

て
情
報
共
有
を
図
る
な
ど
よ
り
よ
い
園
づ
く
り
を
進

て
情
報
共
有
を
図
る
な
ど
よ
り
よ
い
園
づ
く
り
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

移
住
、定
住
に
関
わ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

移
住
、定
住
に
関
わ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

実
績
と
効
果
は
。

実
績
と
効
果
は
。

案
内
や
相
談
を
受
け
て
移
住
に
つ
な
が
っ
た
方
は

案
内
や
相
談
を
受
け
て
移
住
に
つ
な
が
っ
た
方
は

ま
だ
お
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、着
任
か
ら

ま
だ
お
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、着
任
か
ら
1010
カ
月
の

カ
月
の

活
動
実
績
と
し
て
、移
住
促
進
の
た
め
の
都
内
で
の

活
動
実
績
と
し
て
、移
住
促
進
の
た
め
の
都
内
で
の

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
、移
住
希
望
者
か
ら
の
相
談
対
応
、

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
、移
住
希
望
者
か
ら
の
相
談
対
応
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の

情
報
発
信
の
ほ

情
報
発
信
の
ほ

か
、市
内
農
業

か
、市
内
農
業

者
の
協
力
の
も

者
の
協
力
の
も

と
、都
内
で
の

と
、都
内
で
の

香
取
市
産
野
菜

香
取
市
産
野
菜

の
移
動
販
売
を

の
移
動
販
売
を

通
じ
た
香
取
市

通
じ
た
香
取
市

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

定
住
に
向
け
た

定
住
に
向
け
た

取
り
組
み
へ
の

取
り
組
み
へ
の

挑
戦
と
と
も
に

挑
戦
と
と
も
に

積
極
的
か
つ
広

積
極
的
か
つ
広

範
囲
に
活
動
し

範
囲
に
活
動
し

て
い
た
だ
い
て

て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

質問事項
◆おみがわこども園の現況
◆クリーンセンター
◆地域おこし協力隊

河野
節子　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

候
補
地
選
び
に
疑
問
あ
り

候
補
地
選
び
に
疑
問
あ
り こうの せつこ 議員

かとり市議会だより No.66 18



意　見
この２件の請願については、毎年提出されていますが、子どもたちの義務教育費国庫負担制度の堅持および子どもたち
によりよい教育を保障するため、教育予算の拡充は重要であり、妥当であることから、本請願２件は採択すべきである。

　全国市議会議長会議員表彰に基づき、議員在職30年以上
により木内　誠議員、宇井正一議員、議員在職15年以上に
より高木　寛議員、鈴木聖二議員が、地方自治と市政の発展
に貢献された功績により表彰されました。表彰状等は、６月
定例会初日の５月31日に議場において伝達されました。

　7月3日に黒部川特設コースで「第17回香取市民レガッ
タ」が開催されました。議員クルーは、惜しくも予選敗退と
なりましたが、水上スポーツ普及活動の一助となることを
願い、力を合わせ漕ぎ進めました。

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書

　国においては、21世紀の子どもたちの教育に責任を持
つとともに、教育水準の維持向上と地方財政の安定をはか
るため、義務教育費国庫負担制度を堅持するよう強く求め
ました。

国における令和５年度教育予算拡充に関する意見書

　国においては、教育が未来への先行投資であり、日本の
未来を担う子どもたちに十分な教育を保障することが、国
民の共通した使命であることを再認識され、国財政が非常
に厳しい状況の中ではあるが、必要な教育予算を確保する
ことを強く要望しました。

意　見
本請願は、令和3年12月に提出され、令和4年3月定例会と合わせて2回、継続審査としてきました。市長も代わり、
公約の中に学校給食費無償化があり、今定例会において、段階的に無償化に向けて取り組んでいきたいとの答弁があ
りましたので、請願に賛成します。

採択しました
請願第19号　「国における2023年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願

請願審査報告
請願第18号　「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願

採択しました
請願第16号　学校給食無償化を求める請願継続

審査

教育に関する請願２件を採択し、意見書を国へ提出

左から木内　誠議員、宇井正一議員、高木　寛議員、鈴木聖二議員 予選突破に向け力漕する議員クルー

功績をたたえ表彰状を伝達 議員クルー、水上を疾走
全国市議会議長会議員表彰 市民レガッタ

かとり市議会だより No.6619
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編集・発行に関し、ご意見・ご要望がありましたら、議会事務局（☎50-1217）までご連絡ください。

９月 傍聴自粛のお願い 市議会をより詳しく知りたいときは

ご利用ください！

市議会会議録と議会中継

○市役所 ☎50-1217
1階 情報コーナー/6階 議会事務局

○佐原中央図書館 ☎55-1343
○小見川図書館 ☎80-0511

香取市ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/

香取市議会ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/gikai/

製本された会議録は
こちらで閲覧できます

議会だよりは、要約表記で掲載しているため、詳しく
は市議会ホームページや会議録をご覧ください。

議会中継会議録

定例会
の日程

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するた
め、当面の間、本会議および委員会等の傍聴
は、できる限り自粛いただくようお願いします。

※上記は予定であり、変更となる場合があります。
※請願・陳情の9月定例会での受け付けは、8月19日（金）午後4時ま
でとなります。

本会議
本会議（一般質問調整日）
決算審査特別委員会
常任委員会
本会議

編集後記

会議録は、市議会ホームペー
ジ「会議録検索」から閲覧でき
ます。3月定例会の会議録ま
でご覧いただけます。

定例会・臨時会のライブ中
継は、市議会ホームページ
で視聴できます。録画映像
は、おおむね1週間後から
視聴可能です。

6月定例会のライブ中継視
聴者数は279人、5月31日
から6月30日までの録画
再生件数は506件でした。

　新しい市長が誕生し、新議長の下、13名の議員が一般質問、
活気の感じられた6月議会でした。行政組織のみならず、議
会においても風通しを良くし、市民参加の広報、広聴活動
によって、市民に身近な議会を目指していきたいと思いま
すので、皆様のご意見、ご要望をぜひお聞かせください。
 （河野）

　「議会だより」に携わって早3年半が経ちました。紙面を通
して議会活動を分かりやすくお伝えできる様に、また記事の
内容から議会を身近なものに感じていただける様にと、その
内容や構成を委員の皆さんと考えてまいりました。「議会だよ
り」はこれからも積極的に議会情報をお届けして参ります。
よろしくお願い申し上げます。 （辻）

傍聴およびライブ中継、録画再生件数

傍聴自粛にご協力いただきありがとうございます。

830件
45人

279人

　506件

R4.6月
322件

5人
127人

190件

335件

37人
94人

204件

290件

5人
112人

173件

288件

5人
90人

193件

R4.3月R3.12月R3.9月R3.6月

ライブ
中継

録画再生

傍聴

こだわりの逸材を生み出す香取の匠たちをご紹介します

かぶや KABU-YA
代表

熱田 正人さん（46歳）　

一種入魂 人地天命
社会耕献

　コカブは涼しい季節が旬で、例年10月初めから翌
年の７月終わりまでが収穫期間であり、デリケートな
野菜ですので、その日の朝に収穫し、その日のうちに
出荷しています。
　白く、綺麗で、瑞々しいその姿から「艶（あで）こ
かぶ」のネーミングが誕生しました。
　カブの調理方法はなかなか馴染みがありませんが、
煮物にしても良し、焼いてステーキ風にしても良し、
すりおろして使用しても良し、生のままスライスして
サラダにしても良し!!　くせも全く無く、カブの甘

み、旨みを感じていただけます。
　出荷時に使用している「艶こかぶ」のネームシール
貼りは、市内の障害者就労支援事業所に委託してお
り、社会福祉との連携にも力を入れていきたいと思っ
ています。
　千葉県香取市という恵まれた環境の中で、農業に携
われることに感謝し、代々受け継がれてきた地域の農
地を大切に受け継いでいきたいと思います。
　これからも安心安全、かつ安定の美味しさを皆様の
食卓にお届けしてまいります。
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